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1. 山下裕史朗.	
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3. 山下裕史朗.	
 久留米市における発達障害診療の現状と課題．第 15 回久留米医師会精神

科医会学術講演会.	
 2014.1.9（久留米）	
 

4. 山下裕史朗.	
 夢気球と歩んだ 20 年それぞれの立場で見えてきたこと．夢気球 20 周年

記念講演会.	
 2014.1.19（鳥栖）	
 

5. 山下裕史朗.	
 発達障害に優しい地域社会をめざして.	
 第 249 回筑豊小児科医会勉強会.	
 

2014.1.23（飯塚）	
 

6. 山下裕史朗.	
 発達障害の子どもへの支援のあり方．黒木地区小中連携教職員研修会.	
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 虐待と発達障害－心理尺度と脳画像からの特徴．第 6 回筑後地区発達障
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地区小児科医会・宗像小児科医会学術講演会.	
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内科クリニック院内研修会.	
 2014.5.15	
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14. 山下裕史朗.	
 10 代の ADHD への対応．日本小児科学会主催第 9 回思春期医学臨床講習
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15. 山下裕史朗.	
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福山発達障がい治療セミナー.	
 2014.6.19（福山）	
 

16. 山下裕史朗.	
 発達障害をもつ子どもへの基本的対応法．平成 26 年度青森県小児保健協

会夏期懇談会	
 青森県こどもの健康を考える会.	
 2014.6.28（青森）	
 

17. 松石豊次郎.	
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修.	
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高等学校第四地区保護者会.	
 2014.7.21（久留米）	
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 発達障害児の初期対応～できることから始めましょう～．久留米医師会

学校保健部会学術講演会.	
 2014.7.24（久留米）	
 

22. 山下裕史朗.	
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市保育所・幼稚園職員研修.	
 2014.9.11（宗像）	
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24. 山下裕史朗.	
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25. 山下裕史朗.	
 発達障害の子どもたちが教えてくれた子育てに大切なもの.	
 ―医学生・

研修医・医療従事者との交流会―第 3 回先輩医師と話そう.	
 2014.10.6	
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26. 松石豊次郎.	
 レット症候群の謎に挑戦する－基礎・臨床研究の進歩と今後の展望－.	
 

第 21 回パーキンソン病及び類縁疾患研究会.	
 2014.11.12	
 （久留米）	
 

27. 山下裕史朗.	
 発達障害：最近の話題.	
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 JENSSEN	
 Web	
 講習会.	
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 久留米大学心理学科大学院

生研修会.	
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30. 山下裕史朗.	
 医療と教育との連携ー子どもとその家族に対して私たちができることー.

平成 26 年度医療的ケアに係る職員研修会	
 佐賀県立唐津特別支援学校長.	
 2014.12.5	
 

(唐津)	
 

31. 山下裕史朗.	
 ライフステージと発達障害:小児科医ができる支援とは？	
 第 482 回日本
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5. 八戸由佳子、弓削康太郎、下村豪、澁谷郁彦、大矢崇志、永光信一郎、山下裕史朗、

松石豊次郎.	
 新生児期より Suppression-Burst パターンを示し、多彩な神経症状を呈

した女児．第 76 回日本小児神経学会九州地方会学術学会.	
 2014.1.12（大分）	
 

6. 八戸由佳子、弓削康太郎、下村豪、澁谷郁彦、大矢崇志、永光信一郎、山下裕史朗、

松石豊次郎：新生児にてんかん発作を伴わない Suppression-Burst(SB)を呈し、West

症候群を発症した KCNQ2 変異の 1 例．第 478 回日本小児科学会福岡地方会例会.	
 

2014.2.8（福岡）	
 

7. 安村明、高橋純一、福田亜矢子、中川栄二、山下裕史朗、宮島祐、小枝達也、相原正

男、稲垣真澄.	
 ADHD 児における干渉抑制能力に関する脳活動．日本 ADHD 学会第 5 回

総会.	
 2014.3.9（東京）	
 

8. 山下裕史朗、弓削康太郎、渋谷郁彦、大矢崇志、家村明子、中島正幸、永光信一郎、

松石豊次郎.	
 ADHD サマートリートメントプログラム前後の Impairment	
 Rating	
 Scale	
 

の変化．第 117 回日本小児科学会学術集会	
 2014.4.11（名古屋）	
 

9. 永光信一郎、田中英高、小柳憲司、神原雪子、山下裕史朗、古荘純一、松石豊次郎：

子どもの心身健康度スケール QTA(Questionnaire	
 of	
 treatment	
 and	
 assessment)の開

発．第 117 回日本小児科学会学術集会.	
 2014.4.13（名古屋）	
 

10. 原宗嗣、山下裕史朗、松石豊次郎：SHANK3 遺伝子変異を同定した Rett 症候群．第 56

回日本小児神経学会総会.	
 2014.5.29（浜松）	
 

11. 弓削康太郎、大矢崇志、家村明子、永光信一郎、江上千代美、山下裕史朗、松石豊次

郎.	
 ADHD 夏季集中プログラム前後の心理検査（Stroop 課題を中心に）.	
 第 56 回日本

小児神経学会総会.	
 2014.5.31（浜松）	
 

12. 大園秀一、永光信一郎、松石豊次郎、守田弘美.	
 小児抑うつ尺度(Children's	
 

Depression	
 Inventory:CDI）による臨床群と対照群の比較研究.第 480 回日本小児科学

会福岡地方会例会.	
 2014.6.14（福岡）	
 

13. 須田正勇、弓削康太郎、七種朋子、大矢崇志、永光信一郎、山下裕史朗、松石豊次郎．

異常眼球運動、焦点性発作、ミオクローヌスを呈した 3 生月の男児例．第 77 回日本小

児神経学会九州地方会学術集会.	
 2014.8.3（筑紫野）	
 

14. 七種朋子、弓削康太郎、須田正勇、下村豪、大矢崇志、家村明子、永光信一郎、渡邊



順子、山下裕史朗、松石豊次郎、廣木伴子、児玉浩子.	
 Menkes 病：早期診断の重要

性.	
 第 481 回日本小児科学会福岡地方会例会.	
 2014.10.11	
 （福岡）	
 

15. 盛崎俊浩、八ツ賀千穂、山下裕史朗、家村明子、大矢崇志、小西行彦、松田佳尚、弓

削康太郎、七種朋子、松石豊次郎.	
 発達障害児の視線計測課題の特徴.	
 第 3 回日本発

達神経科学学会.	
 2014.10.18（東京）	
 

16. 福田亜矢子、安村明、北洋輔、小枝達也、岡本悠子、小池敏英、宮島祐、山下裕史朗、

中川栄二、稲垣真澄.	
 抑制機能の発達的変化：ADHD 児の行動学的解析.	
 第 3 回日本発

達神経科学学会.	
 2014.10.18（東京）	
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10. 喜多村美幸、大部敬三、栁忠宏、右田清志.	
 繰り返す発熱、腹痛、CRP 高値から診断

した家族性地中海熱（FMF）の 1 例.	
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14. 原田なをみ、田中征治、芳野信、齋藤仲道、田中悦子、此元隆雄、中西浩一、松石豊

次郎、渡邊順子.	
 マイクロアレイ解析が有用であった15番染色体q26端部欠失の１例.	
 

Identification	
 of	
 terminal	
 deletion	
 of	
 Chr.15q	
 by	
 SNP	
 microarray	
 in	
 a	
 patient	
 



with	
 a	
 normal	
 karyotype	
 in	
 amniocytes.	
 第 59 回日本人類遺伝学会	
 2014.11.20-23

（東京）	
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－学会・研究会－	
 

1. Shuichi	
 Ozono,	
 Yasushi	
 Ishida,	
 Kentaro	
 Aritaki,	
 Keiko	
 Asami,	
 Miho	
 Maeda,	
 Etsuko	
 

Yamaguchi,	
 Keizo	
 Horibe,	
 Shunichi	
 Kato,	
 Junichiro	
 Fujimoto,	
 Tatsuo	
 Kuroda.	
 A	
 

nationwide	
 survey	
 on	
 the	
 Long-Term	
 Follow-Up	
 Diary	
 for	
 Childhood	
 Cancer	
 Survivors.	
 

25th	
 Biannual	
 Meeting	
 of	
 the	
 Childhood	
 Leukemia	
 Symposium;	
 28th-29th	
 April	
 2014.	
 

(Prague,	
 Czech)	
 

2. 西村美穂、八戸由佳子、中川	
 慎一郎、松尾	
 陽子、大園秀一、上田	
 耕一郎、稲田	
 浩

子、松石	
 豊次郎、村上	
 義比古、國島	
 伸治.	
 発熱時の採血を契機として May-Hegglin

異常の診断に至った男児例.	
 第 478 回日本小児科学会福岡地方会例会．2014.2.8	
 （福

岡）	
 

3. 西村美穂、中川慎一郎、大園秀一、上田耕一郎、稲田浩子、橋詰直樹、八木実、谷川

健、鹿毛政義．化学療法後の治療戦略に難渋する縦隔原発胚細胞腫瘍の 1 例.	
 第 43 回

九州地区小児固形悪性腫瘍研究会.	
 2014.2.22（福岡）	
 

4. 西村美穂、伊藤	
 早織、進藤亮太、野口磨依子、中川慎一郎、大園秀一、上田耕一郎、

稲田浩子、松石豊次郎．多剤耐性緑膿菌による重篤な頸部蜂窩織炎を発症した急性骨



髄性白血病の一例.	
 第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.11（名古屋）	
 

5. 中川慎一郎、稲田浩子、西村美穂、大園秀一、上田耕一郎、田中征治、伊藤雄平、松

石豊次郎.自家末梢血幹細胞移植後に腎不全を来たし腎移植を行った第 3 寛解期のホ

ジキン病の 1 例：第 115 回日本小児科学会学術集会.	
 2014.4.12（名古屋）	
 

6. 大園秀一、渡邊順子、西村美穂、中川慎一郎、上田耕一郎、稲田浩子、松石豊次郎、

福田冬季子、杉江秀夫.感染症を契機に横紋筋融解症・溶血性貧血の増悪を認めた

Phosphoglycerate	
 kinase欠損症の一例.	
 第115回日本小児科学会学術集会.2014.4.13

（名古屋）	
 

7. 上田耕一郎、西村美穂、野口磨依子、伊藤早織、中川慎一郎、大園秀一、稲田浩子、

松石豊次郎.児童相談所の早期介入により医療ネグレクトに対処できた急性リンパ性

白血病の 1 例.	
 第 115 回日本小児科学会学術集会.2014.4.13（名古屋）	
 

8. 酒井さやか、西村美穂、鍵山慶之、中川慎一郎、大園秀一、上田耕一郎、稲田浩子.	
 赤

芽球ろうが先行し，経過観察４ヶ月後に発症した急性リンパ性白血病（ALL）の３歳女

児例.	
 第 20 回九州山口小児血液・腫瘍研究会.2014.6.14（福岡）	
 

9. 大園秀一、稲田浩子、上村幸代、下之段秀美、古賀友紀、新小田雄一、中山秀樹、末

延聡一、野村優子、稲垣二郎.	
 九州山口小児がん研究グループ(KYCCSG)登録の急性リ

ンパ性白血病(ALL)症例における二次がん発生状況.	
 第 20 回九州山口小児血液腫瘍研

究会.	
 2014.6.14（福岡）	
 

10. 橋詰直樹、東館成希、西村美穂、つる知光、八木実．乳幼児に発症した複合組織型精

巣腫瘍の 1 例.	
 第 23 回日本小児泌尿器科学会．2014.7.10（横浜）	
 

11. 横山良平、前川啓、上田耕一郎、横山庫一郎.乳児線維肉腫治療における不完全切除の

役割	
 症例報告および文献的考察.	
 第 47 回日本整形外科学会	
 骨・軟部腫瘍学術集会

2014.7.18（大阪）	
 

12. 西村美穂、伊藤早織、中川慎一郎、大園秀一、上田耕一郎、稲田浩子、濱田哲矢、平

岡弘二．骨肉腫に対する化学療法中に血球貪食症候群を合併した女児例.	
 厚生労働省

平成 26 年度革新的がん医療実用化研究事業第 1 回班会議．2014.7.19（東京）	
 

13. 13	
 中川慎一郎、西村美穂、伊藤早織、大園秀一、上田耕一郎、稲田浩子、松石豊次

郎.肺転移を伴った滑膜肉腫に対し Pazopanib を使用した１例.	
 第 56 回日本小児血

液・がん学会学術集会．2014.11.29（岡山）	
 

14. 西村美穂、八戸由佳子、中川慎一郎、松尾陽子、大園秀一、上田耕一郎、稲田浩子、

松石豊次郎、村上義比古、國島	
 伸治．発熱時の採血を契機として May-Hegglin 異常の

診断に至った男児例：第 56 回日本小児血液・がん学会学術集会．2014.11.30（岡山）	
 

15. 西村美穂、伊藤早織、中川慎一郎、大園秀一、上田耕一郎、稲田浩子、濱田哲矢、平

岡弘二．骨肉腫に対する化学療法中に血球貪食症候群を合併した女児例.	
 平成 26 年度

JCOG 総合班会議．2014.12.19（東京）	
 

	
 

－研究班報告－	
 

１	
 大園秀一．長期フォローアップ手帳について。	
 平成 26 年度第 1 回厚生労働科研合同

班会議.	
 2014.6.20（名古屋）	
 

２	
 大園秀一．I-BFM	
 SG	
 ELTEC報告：平成26年度第1回厚生労働科研合同班会議.	
 2014.6.20(	
 

名古屋）	
 

	
 



－その他－	
 

1. 松尾陽子.	
 平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）坂田班分担

研究.第 VIII、第 IX 因子製剤のインヒビター発生要因に関する研究	
 嶋分担班平成 26

年度	
 第 2 回班会議.	
 2014.1.12（東京）	
 

2. 大園秀一．がん医療に携わる医師に対するコミュニケーション技術研修会（地域開催）	
 
ファシリテーター.	
 2014.4.19-20（久留米）	
 

3. 大園秀一．がん医療に携わる医師に対するコミュニケーション技術研修会（全国開催）	
 
サポートファシリテーター.	
 2014.3.14-15（福岡）	
 

4. 松尾陽子.血友病周産期管理指針作成委員会（日本血栓止血学会・血友病部会と日本産
婦人科新生児血液学会の共同）第１回会議.	
 2014.6.14（横浜）	
 

	
 

心身症	
 

	
 

－論文―	
 

1. Matsuoka	
 M,	
 Nagamitsu	
 S,	
 Iwasaki	
 M,	
 Iemura	
 A,	
 Yamashita	
 Y,	
 Maeda	
 M,	
 Kitani	
 S,	
 

Kakuma	
 T,	
 Uchimura	
 N,	
 Matsuishi	
 T.	
 High	
 incidence	
 of	
 sleep	
 problems	
 in	
 children	
 

with	
 developmental	
 disorders:	
 results	
 of	
 a	
 questionnaire	
 survey	
 in	
 a	
 Japanese	
 

elementary	
 school.	
 Brain	
 &	
 Development.	
 2014.	
 35-44	
 

2. Shibuya	
 I,	
 Nagamitsu	
 S,	
 Okamura	
 H,	
 Ozono	
 S,	
 Chiba	
 H,	
 Ohay	
 T,	
 Yamashita	
 Y,	
 Matsuishi	
 

T.	
 High	
 correlation	
 between	
 salivary	
 cortisol	
 awakening	
 response	
 and	
 the	
 

psychometric	
 profiles	
 of	
 healthy	
 children.	
 Biopsychosocial	
 Med.	
 

2014;8(1):9.doi:10.1186/1751-0759-8-9	
 

	
 

－著書－	
 

1. 永光信一郎、千葉比呂美.	
 同一性障害の生徒への対応.	
 田原卓浩、川上一恵編	
 東

京：中山書店	
 2014	
 208-13.	
 

	
 

－講演・シンポジウム－	
 

1. 永光信一郎.	
 虐待と発達障害－心理尺度と脳画像からの特徴．第 6 回筑後地区発達障

害治療研究会.	
 2014.3.4（久留米）	
 

2. 永光信一郎.子どもの心身症とその対応策	
 平成 26 年度柳川療育セミナー.	
 2014.9.7

（柳川）	
 

3. 永光信一郎.	
 プライマリ・ケアにおける発達障害への対応.大川三潴医師会講演会

2014.10.31（大川）	
 

	
 

－学会、研究会－	
 	
 

1. Shinichiro	
 Nagamitsu,	
 Rieko	
 Sakurai,	
 Hiromi	
 Chiba,	
 Yushiro	
 Yamashita,	
 Masatoshi	
 

Ishibashi,	
 Tatsuyuki	
 Kakuma,	
 Paul	
 E	
 Croarkin,	
 Toyojiro	
 Matsuishi	
 Evidence	
 for	
 

Decreased	
 SPECT	
 123I	
 Iomazenil	
 Binding	
 in	
 the	
 Anterior	
 Cingulate	
 Cortex	
 of	
 

Children	
 with	
 Anorexia	
 Nervosa.	
 61th	
 Annual	
 meeting	
 of	
 AACAP,	
 2014.10.20-25	
 (San	
 

Diego,	
 USA)	
 

2. 永光信一郎、田中英高、小柳憲司、神原雪子、山下裕史朗、古荘純一、松石豊次郎.	
 子



どもの心身健康度スケール QTA(Questionnaire	
 of	
 treatment	
 and	
 assessment)の開発．

第 117 回日本小児科学会学術集会.	
 2014.4.13（名古屋）	
 

3. 大園秀一、永光信一郎、松石豊次郎、守田弘美.	
 小児抑うつ尺度(Children's	
 Depression	
 

Inventory:CDI）による臨床群と対照群の比較研究.第 480 回日本小児科学会福岡地方

会	
 2014.6.14（福岡）	
 

4. 大園秀一、永光信一郎、松石豊次郎．小児抑うつ尺度(Children’s	
 Depression	
 

Inventory:	
 CDI)による臨床群と健常群の比較研究：第 32 回日本小児心身医学会学術

集会．2014.9.13（大阪）	
 

5. 永光信一郎、千葉比呂美、山下裕史朗、松石豊次郎．帯状回の抑制系ニューロン(GABA)	
 

活動が、摂食障害の予後を予測する．第 32 回日本小児心身医学会学術集会 2014.9.12

（大阪）	
 

6. 永光信一郎．小児心身医学アウトカム研究	
 -客観的評価をもとめて-	
 第 32 回日本小児

心身医学会学術集会 2014.9.13（大阪）	
 

7. 千葉比呂美、永光信一郎、山下裕次朗、松石豊次郎．性への違和感を主訴に来院した 1

例．第 10 回日本小児心身医学会九州沖縄地方会	
 2014.3.9（久留米）	
 

8. 日吉佑介、千葉比呂美、下村	
 豪、弓削康太郎、渋谷郁彦、大矢崇志、永光信一郎、

山下裕史朗、松石豊次郎．小児摂食障害の予後に影響を及ぼす因子の検討．	
 

	
 

－研究費・受賞－	
 

1. 永光信一郎.	
 文部科学省科学研究費「機能的脳画像法による思春期やせ症の病態解明

と治療に関する研究」（平成 26 年度）140 万円	
 

2. 永光信一郎.	
 厚生労働省科学研究費「成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健や

か次世代育成総合研究事業）」（主任研究者	
 内田創）（平成 26 年度）40 万円	
 

	
 

感染・予防接種	
 

	
 

―論文―	
 

1. Christine	
 Cho,A	
 Chande,L	
 G	
 O.	
 Bakaletz,	
 J	
 A.	
 Jurcisek,	
 M	
 Ketterer,	
 J	
 Shao,	
 K	
 Gotoh,	
 

E	
 Foster,	
 J	
 Hunt,	
 E	
 O'Brien,	
 Michael	
 A.	
 Apicella.	
 Role	
 of	
 the	
 Nuclease	
 of	
 

Nontypeable	
 Haemophilus	
 influenzae	
 in	
 Dispersal	
 of	
 Organisms	
 from	
 Biofilms.	
 

Infect	
 immun.	
 (in	
 press)	
 

2. 田中悠平、寺町麻利子、石本和久、後藤憲志、日高秀信、大津寧、升永憲治、津村直

幹、長井健祐、進藤静生.	
 福岡県における Streptococcus	
 pyogenes のマクロライド耐

性状況．小児感染免疫 2014;26:15-20	
 

3. 坂田宏、岩田敏、尾内一信、佐藤吉壮、津村直幹、砂川慶介.	
 小児市中肺炎に対する

tosufloxacin 細粒小児用 15％の有効性・安全性の臨床評価．日化療会誌

2014;62:613-21	
 

4. 石本和久，津村直幹：小児呼吸器感染症における肺炎球菌ワクチンの効果と抗菌薬耐

性肺炎球菌の問題．小児科 2014;55:1985-91	
 

5. 	
 

	
 



―著書―	
 

1. 石本和久、長井健祐.	
 感染症	
 嫌気性菌感染症.	
 小児科診療	
 2014 年増刊号	
 小児の

治療指針.144-145	
 

2. 金子明寛，青木隆幸，池田文昭，川辺良一，佐藤田鶴子，津村直幹：歯性感染症，

JAID/JSC 感染症ガイド・ガイドライン作成委員会編，JAID/JSC 感染症治療ガイド

2014，ライフサイエンス出版，東京，2014,	
 p271-3	
 

	
 

―総説・その他―	
 

1. 津村直幹.	
 予防接種の現状と課題～大人にも子どもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．佐賀県小児科医報 2014;30:13-7	
 

2. 津村直幹.	
 予防接種最新情報 2013～大人にも子どもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．石川県小児科医会会報 2014;8:4-7	
 

3. 津村直幹.	
 小児呼吸器感染症の新たな治療戦略～年齢と耐性菌の現状を考慮した抗菌

薬の選択～．Japan	
 Medicine	
 MONTHLY	
 9 月号（2014 年 8 月 25 日発行）.23	
 

4. 津村直幹.	
 最近の予防接種の現状と課題．平成 25 年度	
 医報粕屋.	
 粕屋医師会.	
 平

成 26 年 8 月.45-9	
 

5. 津村直幹：耳鼻咽喉科医として知っておきたい小児感染症のトピックス．福耳會ニュ

ース.	
 福岡県耳鼻咽喉科専門医会.	
 平成 26 年 11 月（139 号）.	
 p12-3	
 

	
 

―教育セミナー、その他―	
 

1. 津村直幹.	
 臨床現場で役に立つこどもの細菌感染症の治療	
 Ⅰ．小児呼吸器感染症の

治療．教育セミナー14．第 117 回日本小児科学会学術集会	
 2014.4.11-13（名古屋）	
 

2. 津村直幹.	
 小児呼吸器感染症の新たな治療戦略～年齢と耐性菌の現状を考慮した抗菌

薬の選択～．ランチョンセミナー．第 88 回日本感染症学会学術講演会	
 第 62 回日本

化学療法学会総会	
 合同学会．2014.6.19（福岡）	
 

3. 大津寧.	
 「感染制御と環境」人類の感染症との戦い．ひらめき☆ときめきサイエンス

～ようこそ大学の研究室へ．独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金事業．

2014.8.3（久留米）	
 

4. 津村直幹.	
 小児呼吸器感染症に対する抗菌薬選択のポイント．教育セミナー17．第 62

回日本化学療法学会西日本支部総会	
 第 57 回感染症学会中日本地方会学術集会	
 第

84 回日本感染症学会西日本地方会学術集会	
 合同学会．2014.10.24（岡山）	
 

	
 

―講演会―	
 

1. 津村直幹.	
 予防接種最新情報 2014～大人にも子どもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．第 365 回大分市小児科医会学術講演会．

2014.1.23（大分）	
 

2. 津村直幹.小児感染症の新たな予防・治療戦略～ワクチンの重要性とその限界、そし

て年齢と耐性菌を考慮した抗菌薬の選択～．第 22 回沖縄小児感染症研究会．

2014.2.6（那覇）	
 

3. 津村直幹.予防接種最新情報 2014．八女筑後医師会予防接種研修会．2014.2.7（八女）	
 

4. 津村直幹.小児感染症の新たな予防・治療戦略～ワクチンの重要性とその限界、そし

て年齢と耐性菌を考慮した抗菌薬の選択～．八幡小児科医会 2 月例会．2014.2.13（北



九州）	
 

5. 津村直幹.予防接種最新情報 2014～大人にも子どもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．第 7 回福岡県筑後地区薬剤師会感染制御研修会．

2014.2.27（久留米）	
 

6. 津村直幹.小児感染症の新たな予防・治療戦略～年齢と耐性菌を考慮した抗菌薬の選

択、そしてワクチンが与えるインパクト～．第 93 回小児科医イブニングカンファレ

ンス．2014.3.1（大津）	
 

7. 津村直幹.こども達を守るための予防接種～乳幼児期ワクチンの重要性と過誤接種防

止について～．小児科スタッフのための予防接種セミナー．2014.3.8（福岡）	
 

8. 津村直幹.こども達を守るための予防接種～乳幼児期ワクチンの重要性と過誤接種防

止について～．小児科スタッフのためのスキルアップセミナー．2014.3.12（久留米）	
 

9. 津村直幹.これからの予防接種．平成 25 年度予防接種関係者研修会、久留米市保健所

健康予防課・健康推進課共催事業．2014.3.14（久留米）	
 

10. 津村直幹.こどもたちを守るための予防接種～ロタウイルスワクチンを含めた乳幼児

期ワクチンの重要性と過誤接種防止について～．ワクチンインターネット講演会．

2014.3.20（東京）	
 

11. 津村直幹.こども達を守るための予防接種～乳幼児期ワクチンの重要性と過誤接種防

止について～．小児科スタッフのための予防接種セミナー．2014.4.3（那覇）	
 

12. 津村直幹.こども達を守るための予防接種～乳幼児期ワクチンの重要性と過誤接種防

止について～．第 3 回予防接種懇話会．2014.4.17（都城）	
 

13. 津村直幹.予防接種最新事情 2014．平成 26 年度第 1 回浮羽医師会学術講演会（予防接

種講習会）．2014.4.24（うきは）	
 

14. 津村直幹.こども達を守るための予防接種～乳幼児期ワクチンの重要性と過誤接種防

止について～．予防接種に関連するスタッフのためのスキルアップセミナー．

2014.5.22（宗像）	
 

15. 津村直幹.予防接種最新情報 2014～大人にも子どもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．中部地区医師会ワクチンセミナー．2014.6.5（中

頭郡）	
 

16. 津村直幹.子どもと大人の感染症、最近の話題．中津市医師会学術講演会．2014.6.12

（中津）	
 

17. 津村直幹.こどもの感染症の診かた	
 ～大人とこどもの違い、そして耐性菌を考慮し

た抗菌薬の選択～．佐賀県医師会学術講演会．2014.7.18（佐賀）	
 

18. 津村直幹.耳鼻咽喉科医として知っておきたい小児感染症のトピックス．第 15 回福岡

県耳鼻咽喉科学校医研修会．2014.7.26（福岡）	
 

19. 津村直幹.小児呼吸器感染症の現状と治療の実際．マルホ株式会社社内研修会．

2014.8.7（久留米）	
 

20. 津村直幹.予防接種最新情報 2014	
 ～こどもにも大人にも必要なワクチン、そして接

種率向上・過誤接種防止について～．山鹿・植木小児救急地域医師研修会．

2014.8.28（山鹿）	
 

21. 津村直幹.予防接種	
 ～基礎から臨床まで～．ファイザー株式会社社内研修会．

2014.9.1（久留米）	
 

22. 津村直幹.予防接種最新情報 2014	
 ～乳幼児期に必要なワクチン、そして接種率向



上・過誤接種防止について～．医療関係者 Web セミナー．2014.9.10（金沢）	
 

23. 津村直幹.予防接種最新情報 2014	
 ～こどもにも大人にも必要なワクチン、10 月から

はじまる２ワクチンについて～．母子保健・予防接種関係者研修会．2014.9.11（久留

米）	
 

24. 津村直幹.ワクチンの重要性とその限界、そして年齢と耐性菌を考慮した抗菌薬の選

択．第 257 回筑豊小児科医会勉強会．2014.9.17（飯塚）	
 

25. 津村直幹.予防接種最新情報 2014．小郡三井医師会予防接種講習会．2014.9.18（小郡）	
 

26. 津村直幹.予防接種	
 Up	
 to	
 date	
 ～乳幼児期ワクチンの重要性と接種率向上・過誤接

種防止について～．熊本県小児科医会学術講演会．2014.9.25（熊本）	
 	
 

27. 津村直幹.予防接種最新情報 2014	
 ～大人にも子どもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．延岡医学会学術講演会．2014.10.3（延岡）	
 

28. 津村直幹.予防接種最新情報 2014	
 ～大人にもこどもにも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．第 510 回北九州地区小児科医会例会．2014.10.16

（北九州）	
 

29. 津村直幹.予防接種	
 Up	
 to	
 date	
 ～乳幼児期ワクチンの重要性と接種率向上・過誤接

種防止について～．第 28 回天草小児医療研究会．2014.10.30（天草）	
 	
 

30. 津村直幹.ハッピー☆ベビーひろば～ワクチンで防ごう！子どもの感染症～．保護者

向け保育保健・母子保健普及啓発セミナー．2014.11.6（福岡）	
 

31. 津村直幹.予防接種	
 Up	
 to	
 date	
 ～乳幼児期ワクチンの重要性と接種率向上・過誤接

種防止について～．玉名郡市医師会学術講演会．2014.11.13（玉名）	
 

32. 津村直幹.感染症・予防接種最新情報 2014．第 18 回筑紫地区小児科懇話会．

2014.11.15（福岡）	
 

33. 津村直幹.変貌する肺炎球菌	
 ～ワクチンの効果、serotype	
 replacement、そして耐

性菌の現状．九州 DRIAOMS．2014.11.16（福岡）	
 

34. 津村直幹.予防接種	
 Up	
 to	
 date	
 ～乳幼児期ワクチンの重要性と接種率向上・過誤接

種防止について～．長崎県小児科医会学術講演会．2014.11.19（長崎）	
 

35. 津村直幹.予防接種	
 Up	
 to	
 date	
 ～こどもにも大人にも必要なワクチン、そして接種

率向上・過誤接種防止について～．滋賀小児科医会臨時学術講演会．2014.11.22（大

津）	
 

36. 津村直幹.予防接種	
 Up	
 to	
 date	
 ～乳幼児期ワクチンの重要性と接種率向上・過誤接

種防止について～．おきなわこども CME．2014.11.27（那覇）	
 

	
 

―学会発表―	
 

1. Gotoh,	
 K，Inoue	
 M，Ishimoto	
 K，Tanaka	
 Y，Ohtsu	
 Y，Tsumura	
 N，Matsuishi	
 T.	
 

Transition	
 of	
 primary	
 immunodeficiency	
 patients	
 into	
 adult	
 health	
 care.	
 The	
 16th	
 

Biennial	
 Meeting	
 of	
 the	
 European	
 Society	
 for	
 Immunodeficiencies	
 (ESID	
 2014).	
 	
 	
 

2014.10.29-11.1（Prague,	
 Czech）	
 

2. Tanaka	
 Y,	
 Gotoh	
 K,	
 Ishimoto	
 K,	
 Teramachi	
 M,	
 Tsumura	
 N,	
 Matsuishi	
 T.	
 Evaluate	
 

the	
 appropriateness	
 of	
 short	
 term	
 Immunoglobulin	
 prophylaxis	
 for	
 IgG	
 subclass	
 

deficiency	
 pediatric	
 patients.	
 	
 The	
 16th	
 Biennial	
 Meeting	
 of	
 the	
 European	
 

Society	
 for	
 Immunodeficiencies	
 (ESID	
 2014).	
 2014.10.29-11.1（Prague,	
 Czech）	
 



3. 田中悠平、石本和久、後藤憲志、工藤嘉公、大津寧、津村直幹、須田憲治、松石

豊次郎.基礎疾患や原因菌が各々異なる感染性心内膜炎4例の検討.	
 第 117回日本小児

科学会学術集会.	
 2014.4.11-13（名古屋）	
 

4. 大津寧、津村直幹、伊藤雄平.乳幼児、学童を対象としたインフルエンザ様疾患

に対するインフルエンザワクチンの効果.	
 第 480 回日本小児科学会福岡地方会.	
 

2014.6.14（福岡）	
 

5. 田中悠平、石本和久、後藤憲志、大津寧、升永憲治、津村直幹、松石豊次郎.	
 

IgG サブクラス欠損症に対する定期的 IVIG 療法と感染予防の有効性に関する検討.	
 	
 

第 480 回日本小児科学会福岡地方会.	
 2014.6.14（福岡）	
 

6. 後藤憲志、寺町麻利子、石本和久、田中悠平、大津寧、津村直幹.過去 5 年の結核感染

症の検討．第 10 回久留米小児感染症研究会.	
 2014.7.18	
 	
 (久留米)	
 

7. 田中悠平、後藤憲志、喜多村美幸、石本和久、寺町麻利子、大津寧、津村直幹.

ワクチン接種後に蜂窩織炎に罹患し、皮疹を反復した高 IgE 血症の一例.九州免疫不全

研究会.	
 2014.7.26	
 

8. 多々良一彰、後藤憲志、中嶋洋介、寺町麻利子、石本和久、田中悠平、升永憲治、津

村直幹.新病棟建設前後での小児患者の血液培養より検出した菌の過去３年間の検討.	
 

第 46 回日本小児感染症学会総会・学術集会.	
 2014.10.19(東京)	
 

9. 後藤憲志、多々良一彰、中嶋洋介、寺町麻利子、石本和久、田中悠平、津村直幹.無莢

膜型インフルエンザ菌産生 Biofilm に対する L-tryptophan の効果．第 46 回日本小児

感染症学会総会・学術集会.	
 2014.10.19(東京)	
 

10. 寺町麻利子、後藤憲志、田中悠平、石本和久、大津寧、津村直幹.	
 BCG 接種後の副反

応、接種部位異常の検討.	
 第 46 回日本小児感染症学会総会・学術集会.	
 2014.10.19(東

京)	
 

11. 後藤憲志、寺町麻利子、石本和久、田中悠平、大津寧、津村直幹.久留米大学小児科に

おける過去五年間の結核感染症の検討．第 84 回日本感染症学会西日本地方会学術集会.	
 

2014.10.25	
 (岡山)	
 

12.  田中悠平.	
 TBPM-PI	
 にて治療を行った小児急性肺炎の 2 症例.	
 変貌する細菌による中

耳炎および市中気道感染症研究会.	
 2014.11.16（福岡）	
 

	
 

―研究班―	
 

1. 津村直幹.分担研究者	
 文科省科研費「感染症に強い地域ネットワーク構築を目指した

教育と参画型介入の実証的研究」	
 （主任研究者：三橋睦子）	
 

2. 津村直幹.研究協力者	
 厚労省科研費「小児細菌性髄膜炎及び全身性感染症調査に関す

る研究」（主任研究者：庵原俊昭）	
 

3. 津村直幹.研究協力者	
 厚労省科研費「ワクチンに関する分析疫学研究班」（主任研究

者：廣田良夫）	
 

	
 

―研究報告書―	
 

1. 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業）	
 予

防接種に関するワクチンの有効性・安全性等についての分析疫学研究．	
 

2. 伊藤雄平、津村直幹、大津寧.保育園児、幼稚園児、小・中学生を対象としたインフ



ルエンザ様疾患に対するインフルエンザワクチンの効果検証．平成 25 年度総括・分

担研究報告書	
 平成 26 年 3 月	
 81-87	
 

	
 

呼吸器・アレルギー	
 

	
 

－著書－	
 

1. 岡松由記.	
 久留米市における食物アレルギーの現状.	
 筑後小児科医会会報.	
 

	
 

－研究報告書－	
 

1. 海老澤元宏、木村光一、他.	
 食物アレルギーの発症要因の解明および耐性化に関する

研究．平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業

報告書．	
 

	
 

－学会発表－	
 	
 	
 

1. 岡松由記、岩谷麻実、中西未来、木村典子、藤本千津、十亀由喜子、木村光一、松石

豊次郎.	
 食物アレレルギーの講習を受けた学校教諭のエピペンに対する意識調査.第

１１７回日本小児科学会学術集会	
 2014.4.11-13(名古屋)	
 

2. 中西未来、木村典子、十亀由喜子、岩谷麻実、岡松由記、藤本千津、木村光一、松石

豊次郎.アスピリン内服で誘発された牛乳アレルギーの一例.１１７回日本小児科学会

学術集会	
 2014.4.11-13(名古屋)	
 

3. 岡松由記、中西未来、木村光一、松石豊次郎.	
 食物アレルギーの講習会に参加した教

諭のエピペンに対する意識調査.	
 第２８回日本小児救急医学会 2014.6.6-7（横浜）	
 

4. 中西未来、岡松由記、木村光一、松石豊次郎.	
 夜間睡眠中の発作吸気性呼吸困難で発

症し、異なる原因であった喉頭痙攣の２例.第２８回日本小児救急医学会 2014.6.6-7

（横浜）	
 

5. 横地賢興、久野正、岡松由記、秋田幸大、大部敬三.	
 新生児におけるＲＳウイルス感

染症 78 例の検討.	
 第２８回日本小児救急医学会 2014.6.6-7（横浜）	
 

6. Okamatsu	
 Y,	
 Matsuda.	
 Clinical	
 and	
 laboratory	
 end-point	
 to	
 speculate	
 children	
 with	
 

macrolide-resistant	
 Mycoplasma	
 pneumonia.PAS	
 2014.5.3-7（Vancouver,Canada）	
 

7. 日本アレルギー学会 2014.5.11	
 

8. 西日本アレルギー研究会	
 

9. 岡松由記.	
 久留米市内の学校教諭のエピペンに対する意識調査、ミニシンポジウム「ア

ドレナリン自己注射」.	
 第 42 回西日本小児アレルギー研究会 2014.8.23-24（福岡）	
 

10. 第 47 回日本小児呼吸器学会 2014.10.24-25（東京）	
 
11. 岡松由記、中西未来、木村光一.	
 小児の気道異物-当科における診断と治療の流れの紹

介-	
 .	
 

12. 中西未来、岡松由記、木村光一、松石豊次郎.	
 当科で経験した原発性肺ヘモジデロー
シスの 3 例.	
 第 47 回日本小児呼吸器学会 2014.10.24-25（東京）	
 

	
 

－講演会－	
 	
 

1. 岡松由記.食物アレルギー母親教室.	
 「小児のぜんそく」2014.5.30（大牟田）	
 



2. 岡松由記.食物アレルギー対応研修会.久留米市教育委員会「食物アレルギ児童の安

心・安全な学校生活」エピペン講習会 2014.6.4（久留米）	
 

3. 岡松由記.食物アレルギー対応.保育園講演会	
 「食物アレルギー児童の対応」	
 

2014.6.4（鳥栖）	
 

4. 岡松由記.	
 学校における食物アレルギー児童の対応―医師と、教諭と保護者の連携―.

柳川山門医師会学術講演会	
 2014.6.18（柳川）	
 

5. 岡松由記.食物アレルギー母親教室.	
 「小児の食物アレルギー」2014.6.27（大牟田）	
 

6. 岡松由記.食物アレルギー母親教室.	
 「小児のアトピー性皮膚炎」2014.7.4（大牟田）	
 

7. 藤本千津、岩谷麻実：「Let’s	
 study	
 Allergy！」第 9 回ブラッシュアップ・セミナー

2014.10.30（久留米）	
 

8. 岡松由記.	
 「食物アレルギー児童の安心・安全な学校生活」エピペン講習会.	
 久留米

地区学童保育研修大会 2014.12.7(久留米)	
 

	
 

小児救急	
 

	
 

―講演・シンポジウム― 
１．長井孝二郎、坂本照夫、松石豊次郎. 大学病院高度救命救急センターにおける小児科医
の救急集中治療研修の試み.	
 シンポジウム５これからの総合小児救急医療〜成人救急医と
の協働によるスキルアップを.	
 第 42回日本救急医学会総会 2014.10.28-30（福岡） 
 
―著書― 
長井孝二郎 . 小児虐待の疑い、内科外来で診るマイナーエマージェンシー、Medical 
Practice2014臨時増刊号（文光堂）. vol31、p115-116 
 
―その他― 
長井孝二郎. 久留米市立特別支援学校医療的ケア指導	
 2014.7.3, 2014.12.4（久留米） 
長井孝二郎. AHA PALS Provider Courseインストラクター 2014.7.12-13（久留米） 
	
 

腎臓	
 

	
 

―論文―	
 

１：Kaku	
 Y,	
 Ohtsuka	
 Y,	
 Komatsu	
 Y,	
 Ohta	
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 Kaito	
 H,	
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 S,	
 Ikezumi	
 Y,	
 Tanaka	
 

S,	
 Matsumoto	
 S,	
 Sako	
 M,	
 Tsuruga	
 K,	
 Nakanishi	
 K,	
 Kamei	
 K,	
 Saito	
 H,	
 Fujinaga	
 S,	
 	
 

Hamasaki	
 Y,	
 Chikamoto	
 H,	
 Ishikura	
 K,	
 Iijima	
 K.	
 Clinical	
 practice	
 guideline	
 for	
 

pediatric	
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―著書―	
 

１：田中征治.監修	
 日本小児感染症学会.小児臓器移植および免疫不全状態における予防

接種ガイドライン	
 協和企画 2014	
 70－76	
 	
 	
 	
 

２：田中征治.	
 intake	
 と output は絶対か.総合医学社	
 小児科学レクチャー2014	
 

	
 	
 Vol４	
 No3	
 533－538	
 	
 

	
 

―講演―	
 

1. 田中征治.小児慢性腎疾患ピアカウンセリング、久留米総合庁舎（久留米）	
 

	
 

―班会議―	
 

1. 田中征治.新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「予防接種に関するワクチ

ンの有効性・安全性等についての分析疫学研究」（研究代表者	
 廣田良夫）	
 

2. 田中征治.	
 医療技術実用化総合研究事業「小児ネフローゼ症候群における適応外使用

免疫抑制薬の有効性・安全性の検証と治療法に確立を目指した多施設共同臨床研究」	
 

（研究代表者：飯島一誠）	
 

	
 

―学会・研究会―	
 

1. 田中征治、財津亜友子、佐々木孝子、牛島高介、伊藤雄平、久野敏.	
 IgA 腎症に膜性

腎症を併発した小児例.第 478 回日本小児科学会福岡地方会（福岡）	
 

2. 田中征治、財津亜友子、佐々木孝子、牛島高介、濱崎祐子、宍戸清一郎.移植後新規発

症糖尿病を発症した DOWN 症候群の１例.第 49 回小児腎臓病学会（秋田）	
 

3. 田中征治、財津亜友子、佐々木孝子、牛島高介、伊藤雄平、久野敏.	
 IgA 腎症に膜性

腎症を併発した小児例.第 49 回小児腎臓病学会（秋田）	
 

4. 田中征治、石原正行、田中絵里子.紫斑病性腎炎多施設共同臨床研究.第 5 回小児中堅

腎臓研究会（東京）	
 

5. 財津亜友子、佐々木孝子、田中征治、牛島高介.当院のステロイドパルス療法 45 例の

後方視検討.第 49 回小児腎臓病学会（秋田）	
 

6. 財津亜友子、田中征治、白濱裕子、大津寧、牛島高介.フィンランド型先天性ネフロー

ゼ症候群を発症した従妹例.第 28 回九州小児ネフロロジー研究会（長崎）	
 

7. 財津亜友子、田中征治、白濱裕子、大津寧、牛島高介.	
 7 年間の尿路感染症起炎菌に

おける ESBL 産生菌の推移と治療選択.筑後小児感染症研究会（久留米）	
 

8. 石原正行、齋藤宏、田中絵里子、田中征治、三浦健一郎、藤丸李可、星野絵里.紫斑病

性腎炎への腎生検と治療に関する多施設アンケート調査.	
 第 49 回小児腎臓病学会（秋

田）	
 	
 

9. 坂口廣高、向井純平、竹内孝仁、嶽間澤昌史、石原潤、荒木潤一郎、松下美由記、喜

多村美幸、横地賢興、今城透、石堂雄毅、秋田幸大、大部敬三、田中征治.頻回再発型

ネフローゼ症候群の加療中に後部可逆性白質脳症症候群（PRES）を発症した１例、第

479 回日本小児科学会福岡地方会（福岡）	
 

10. 八戸由佳子、田中玄師、田中征治、岡田純一郎、長井孝二郎、渡邊順子、松石豊次郎、

坂本照夫.学童期の急性発作に対して血液浄化療法が有効であったメープルシロップ



尿症の 1 例、第 479 回日本小児科学会福岡地方会（福岡）	
 

	
 

高次脳疾患研究所・遺伝子治療再生医学	
 

	
 

－論文―	
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－学会、研究会－	
 	
 

1. Hara	
 M,	
 Takahashi	
 T,	
 Mitsumasu	
 C,	
 Igata	
 S,	
 Takano	
 M,	
 Okabe,Y,	
 Tanaka	
 E,	
 Matsuishi	
 

T.	
 Analysis	
 of	
 cardiac	
 arrhythmias	
 and	
 gene	
 expression	
 in	
 MeCP2-null	
 Mouse.	
 13th	
 

Rett	
 syndrome	
 Symposium.	
 2014.6.25	
 (Chantilly,USA)	
 

2. 三井薫、高橋知之、井手佳菜子、小戝健一郎.	
 アデノウイルスベクターでのヒト多能

性幹細胞への高効率遺伝子導入技術の開発.第 13 回日本再生医療学会総会.2014.3.4-6

（京都）	
 

	
 

－研究費・受賞－	
 

1. 高橋知之.	
 文部科学省基盤研究（Ｃ）「レット症候群モデル ES/iPS 細胞のグリア細胞分

化と病態メカニズムの解明」（平成 26 年度）	
 156 万円	
 

2. 原宗嗣.	
 文部科学省科学研究費「レット症候群モデル動物及び ES/iPS 細胞による自律

神経システム異常の研究」（平 26 年度）	
 208 万円	
 

3. 原宗嗣、高橋知之、松石豊次郎.第一回レット症候群研究費助成事業「レット症候群モ

デル動物及び ES/iPS 細胞による不整脈発生機序の解明」（平成 26 年度）	
 95 万円	
 

4. 原宗嗣、高橋知之、松石豊次郎.平成 25 年度森永奉仕会研究奨励金「レット症候群にお

ける成長・発達障害の病態予測マーカーの探索研究」（平成 26 年度）	
 45 万円	
 

	
 

	
 



関連病院業績	
 

	
 

聖マリア病院小児科	
 

	
 

―著書― 
１．石本和久、長井健祐. 嫌気性菌感染症．小児科診療	
 小児の治療指針	
 2014年増刊号；

144-145 
２．竹内孝仁、栁忠宏、谷川健、牛島高介. 消化器「Ductal plate malformation」．小児内

科４６巻増刊号小児疾患診療のための病態生理１	
 改訂５版	
 東京医学社	
 2014；
697-700 

	
 

―学会― 
１．	
 竹内孝仁、江田慶輔、栁忠宏、関祥孝、松下優美、牛島高介、木村昭彦．Third	
 line 

therapyとして Infliximabが有効であった難治性潰瘍性大腸炎の男児例． 第 14回日
本小児 IBD研究会	
 2014.2.2（東京） 

２．	
 井上忠、嶽間澤昌史、石原潤、荒木潤一郎、坂口廣高、松下美由紀、竹内孝仁、喜多

村美幸、向井純平、横地賢興、今城透、石堂雄毅、秋田幸大、大部敬三. インフルエン
ザワクチン接種後に上肢腫脹、上肢・胸部の発赤、腋窩リンパ節腫大を呈した 1 例．
第 478回日本小児科学会福岡地方会例会. 2014.2.8（福岡） 

３．	
 坂口廣高、向井純平 . 頻回再発型ネフローゼ症候群加療中、Posterior reversible 
leukoencephalopathy syndromeを発症した７歳女児． 第 264回プライマリーケアカ
ンファランス. 2014.3.27（久留米） 

４．	
 荒木潤一郎、竹内孝仁. インフルエンザ A型に合併した鋳型気管支炎７歳男児．第 264
回プライマリーケアカンファランス. 2014.3.27（久留米） 

５．	
 嶽間澤昌史、横地賢興. プレべナー接種済みの肺炎球菌（血清型 15C）性髄膜炎 1 歳
女児．第 264回プライマリーケアカンファランス. 2014.3.27（久留米） 

６．	
 深水航、喜多村美幸. けいれん出現 4時間後にMRI上 bright tree appearanceを呈し
た急性脳症 2歳女児．第 264回プライマリーケアカンファランス. 2014.3.27（久留米） 

７．	
 横地賢興. 新生児におけるＲＳウイルス感染症 78例の検討．第 117回日本小児科学会
学術集会. 2014.4.11~4.13（名古屋） 

８．	
 坂口廣高、向井純平、竹内孝仁、嶽間澤昌史、石原潤、荒木潤一郎、松下美由紀、喜

多村美幸、横地賢興、今城透、石堂雄毅、秋田幸大、大部敬三. 頻回再発型ネフローゼ
症候群の加療中に後部可逆性白質脳症症候群（PRES）を発症した１例．第 479 回日
本小児科学会福岡地方会例会. 2014.4.19（福岡） 

９．	
 横地興賢. 痙攣重積後のけいれん重積型二相性脳症発症因子の検討．第 28回日本小児
救急医学会学術集会. 2014.6.6（横浜） 

１０．	
 中西未来. 夜間睡眠中の発作性吸気性呼吸困難で発症し、異なる原因であった喉頭
痙攣の２例. 第 28回日本小児救急医学会学術集会. 2014.6.6～6.7（横浜） 



１１．	
 向井純平. カルニチン欠乏により横紋筋融解症、DIC、急性腎不全となり、CHDF
を施行し 1例．第 28回日本小児救急医学会学術集会. 2014.6.6（横浜） 

１２．	
 喜多村美幸. 思春期女性の右側腹部痛（Fitz-Hugh-Curtis症候群）．第 265回プラ
イマリーケアカンファランス. 2014.7.31（久留米） 

１３．	
 大坪一浩、竹内孝仁. 11回目の熱性けいれんで Hemiconvulsion-Hemiplegia症候
群を呈しMRIで片側性 bright tree appearanceを認めた３歳男児．第 265回プライマ
リーケアカンファランス. 2014.7.31（久留米） 

１４．	
 中山翔太、向井純平. 水痘罹患後、A 群溶連菌による左前腕蜂窩織炎、菌血症、
DICを来した２歳女児．第 265回プライマリーケアカンファランス. 2014.7.31（久留
米） 

１５．	
 坂本浩子、喜多村美幸. PFAPA症候群（Periodic Fever with Aphtous Pharyngitis 
and Adenitis）の診断は．第 265回プライマリーケアカンファランス. 20014.7.31（久
留米） 

１６．	
 坂本浩子、坂口廣高、屋宮清仁、松下美由紀、竹内孝仁、喜多村美幸、向井純平、

横地賢興、中西未来、今城透、秋田幸大、大部敬三. PRESを発症した Henoch-Schonlein
紫斑病（HSP）の１例．第 481回日本小児科学会福岡地方会例会. 2014.10.11（福岡） 

１７．	
 今城透、後藤諒介. 著明な腹部膨満を呈した胃軸捻転症の 4 歳男児．第 266 回プ
ライマリーケアカンファランス. 2014.10.23（久留米） 

１８．	
 横地興賢、富田舞. 夜間睡眠中の頭痛嘔気を主訴としてもやもや病 5 歳女児．第
266回プライマリーケアカンファランス. 2014.10.23（久留米） 

１９．	
 竹内孝仁、安田亮輔. PRES（posterior reversible encephalopathy syndrome）を
合併した HSPの６歳男児．第 266回プライマリーケアカンファランス. 2014.10.23（久
留米） 

２０．	
 喜多村美幸、北城恵太郎. 膣閉鎖が疑われた 10歳女児．第 266回プライマリーケ
アカンファランス. 2014.10.23（久留米） 

２１．	
 向井純平、進藤亮太. 痙攣重積で発症し MRI にて梗塞様病変を認めた無菌性髄膜
炎の生後１カ月男児．第 266回プライマリーケアカンファランス. 2014.10.23（久留米） 

２２．	
 Takeuchi T，Eda K，Yanagi T，Seki Y、Mizuochi T．Zinc monotherapy in young 
pediatric patients with presymptomatic Wilson disease：long-term efficacy and 
safety．2014 NASPGHAN Annual Meeting.	
 2014.10.23（Atlanta, USA） 

	
 

聖マリア病院新生児科	
 

	
 

―学会・研究会― 
１．	
 原宗嗣、山下裕史朗、松石豊次郎.	
 SHANK3 遺伝子変異を同定した Rett 症候群.	
 第

56 回日本小児神経学会.	
 2014.5.29-31（浜松）	
 

２．	
 前田靖人、才津宏樹、岡田純一郎、岩田欧介、久野正、浦部大策、森内浩幸.	
 後

天性 CMV 感染症と、IL-6 を中心とした高サイトカイン血症を併発した超低出生体重児

の 1 例.	
 第 50 回日本周産期・新生児医学会.	
 2014.7.13-15（浦安）	
 



３．	
 田中祥一朗、才津宏樹、岡田純一郎、久野正、浦部大策.	
 母親血清と父親血小板

の交差試験が診断に有用であった HPA-6b 抗体による新生児同種免疫性血小板減少症の

一例.	
 第 50 回日本周産期・新生児医学会.	
 2014.7.13-15（浦安）	
 

４．	
 久野正、前田靖人、才津宏樹、岡田純一郎、浦部大策、津田兼之介、神田洋、前

野泰樹、岩田欧介.	
 筑後地区における Baby	
 Cooling	
 Japan プロトコールによる低体温

療法のアウトカム	
 GMFCS を用いた簡易評価.	
 第 50 回日本周産期・新生児医学会.	
 

2014.7.13-15（浦安）	
 

５．	
 前田靖人、岡田純一郎、才津宏樹、栁忠宏、関祥孝、木村昭彦、久野正、森内浩

幸.	
 後天性 CMV 感染症が症候化した早産児において、胆汁鬱滞型肝障害が遷延した 1

例.	
 第 31 回日本小児肝臓研究会.	
 2014.7.19-20（久留米）	
 

６．	
 田中祥一朗、冨田舞、田中ゆかり、才津宏樹、岡田純一郎、久野正.	
 消化管アレ

ルギー	
 新生児・乳児消化管アレルギー13 例の臨床的検討.	
 第 51 回日本小児アレルギ

ー学会.	
 2014.11.8-9（四日市）	
 

７．	
 田中ゆかり、田中祥一朗、才津宏樹、岡田純一郎、岩田欧介、久野正、浦部大策.

母親血清と父親血小板の交差試験が診断に有用であった HPA-6b 抗体による新生児同種

免疫性血小板減少症の 1 例.	
 第 59 回日本未熟児新生児学会.	
 2014.11.10-12（松山）	
 

８．	
 田中祥一朗、田中ゆかり、才津宏樹、岡田純一郎、岩田欧介、久野正、浦部大策.

新生児・乳児消化管アレルギー15 例の臨床的検討.	
 第 59 回日本未熟児新生児学会.	
 

2014.11.10-12（松山）	
 

９．	
 友永慎太郎、今村麻衣子、木下正啓、津田兼之介、田中祥一朗、才津宏樹、岡田

純一郎、久野正、神田洋、前野泰樹、岩田欧介.	
 低体温療法におけるピットフォール

検証	
 冷却パッドの選択で冷却の質は変わるか?.	
 第 59 回日本未熟児新生児学会.	
 

2014.11.10-12（松山）	
 

	
 

北九州市立八幡病院小児救急センター	
 

	
 

―発表論文― 
1. 市川光太郎．小児救急疾患アトラス「左肺動脈起始部異常（Pulmonary	
 sling）	
 

Emergency	
 Care	
 27;62-63:2014	
 

2. 市川光太郎．小児気管支喘息治療・管理ガイドライン 2012	
 看護師・研修医必携救急・

ICU ですぐ役立つガイドライン BOOK	
 

3. 市川光太郎．気管支喘息治療・管理ガイドライン 2012	
 看護師・研修医必携	
 救急・

ICU ですぐに役立つガイドラインこれだけ BOOK．Emergency	
 Care	
 2014 年新春増

刊;195-203:2014	
 

4. 市川光太郎．救急室で虐待を見逃さないために．周産期医学	
 44;97-102:2014	
 

5. 市川光太郎．小児救急アトラス「虐待による頭部外傷」．Emergency	
 Care	
 

27;284-285:2014	
 

6. 市川光太郎．「頭をぶつけなければ頭蓋内出血は起こらない？」連載第 17 回"小児科

と関連領域における常識を見直そう”．小児内科	
 46;282-283:2014	
 



7. 市川光太郎．クループ症候群	
 今日の臨床サポート．エルゼピア・ジャパン	
 	
 2014	
 

8. 市川光太郎．被虐待児症候群	
 今日の臨床サポート．エルゼピア・ジャパン	
 	
 2014	
 

9. 市川光太郎．児童虐待の防止等に関する法律	
 今日の臨床サポート．エルゼピア・ジ

ャパン	
 	
 2014	
 

10. 市川光太郎．小児救急疾患アトラス「食道狭窄」．Emergency	
 Care	
 27;526-527:2014	
 
11. 市川光太郎．日本小児外科学会 50 周年記念に寄せて．日本小児外科学会雑誌 50 周年

記念誌	
 45-45:2014	
 

12. 市川光太郎．小児救急疾患アトラス「日本海裂頭条虫症」．Emergency	
 Care	
 
27;742-744:2014	
 

13. 石原唯史．神薗淳司．松島卓哉．市川光太郎．小児痙攣に伴う高 CO2	
 血症に関する検
討．日本救急医学会雑誌	
 25;135-140:2014	
 

14. 市川光太郎．死亡事例から学ぶ．平成 25 年度大阪府内保健師児童虐待予防研修プログ
ラムⅠ講義録	
 	
 38-57:2014	
 

15. 市川光太郎．プラタナス「児童虐待増加の病理はどこにあるのか」．日本医事新報	
 
4707;1-1:2014	
 

16. 市川光太郎．小児救急疾患アトラス「先天性化骨性線維組織異形性症候群」．Emergency	
 
Care	
 27;952-954:2014	
 

17. 市川光太郎．虐待による乳幼児頭部外傷〜揺さぶられ症候群	
 特集；けいれん・意識
障害．小児内科	
 46;1410-1413:2014	
 

18. 長村敏生．市川光太郎．公費助成によるインフルエンザ菌 b 型、肺炎球菌ワクチン接
種が小児細菌性髄膜炎および菌血症の発生に及ぼす影響．日本臨床救急医学会雑誌	
 

17;551-557:2014	
 

19. 市川光太郎．小児救急疾患アトラス「メッケル憩室バンドによる絞扼性イレウス」．
Emergency	
 Care	
 27;1158-1160:2014	
 

20. 市川光太郎．家庭における乳児期睡眠環境の実態調査と母親の意識調査．日本小児救
急医学会雑誌	
 13;356-365:2014	
 

21. 石原唯史．神薗淳司．天本正乃．市川光太郎．蛋白漏出性胃腸炎を契機に診断された
Budd-Chiari 症候群の小児例．日本救急医学会雑誌	
 13;395-398:2014	
 

22. 市川光太郎．小児救急、よくある困った？その時どうする！．日本小児科医会会報	
 
48;24-29:2014	
 

23. 市川光太郎．小児救急疾患アトラス「先天性皮膚洞」．Emergency Care 28;48-51:2015 
 
―著書― 
1. 市川光太郎．消化管異物．2014 年・今日の治療指針〜私はこうして治療している〜	
 

1258-1259 医学書院	
 2014	
 

2. 市川光太郎．軽症対応時の注意点当直医のための小児救急ポケットマニュアル	
 30-34

中山書店	
 2014	
 

3. 市川光太郎．総監修：赤ちゃんの病気＆おうちケアガイド BOOK	
 -ベネッセ	
 初版 2014

年 11 月	
 

4. 市川光太郎．「揮発油（マニュキュア除光液）誤飲」連載「小児救急センター24 時」．

ひよこクラブ	
 No.243	
 199-199 風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

5. 市川光太郎.「鼻に異物が入った」連載「小児救急センター24 時」．ひよこクラブ No.244	
 



175-175 風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

6. 市川光太郎「腸重積」連載「小児救急センター24 時」．ひよこクラブ No.245	
 185-185

風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

7. 市川光太郎「中耳炎」連載「小児救急センター24 時」．ひよこクラブ NO.246	
 201-201

風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

8. 市川光太郎．「熱中症」連載「小児救急センター24 時」．ひよこクラブ No.247	
 195-195

風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

9. 市川光太郎．「チャイルドシートの誤使用」連載「小児救急センター24 時」．ひよこ

クラブ No.248	
 191-191 風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

10. 市川光太郎．「クーハンからの転落」．ひよこクラブ No.249	
 198-198 風讃社㈱ベネッ
セ	
 2014	
 

11. 市川光太郎．「ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群」連載「小児救急センター24 時」．ひ
よこクラブ No.250	
 219-219 風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

12. 市川光太郎「ピーナッツアナフィラキシー」連載「小児救急センター24 時」．ひよこ
クラブ No.251	
 185-185 風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

13. 市川光太郎「無呼吸発作」連載「小児救急センター24 時」．ひよこクラブ No.252;219-219
風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

14. 市川光太郎．「揺さぶられ症候群」連載「小児救急センター24 時」．ひよこクラブ
No.253;215-215 風讃社㈱ベネッセ	
 2014	
 

15. 松島卓哉．下痢．当直医のための小児救急ポケットマニュアル	
 105-106 中山書店	
 2014	
 

 
―講演・シンポジウム― 
1. 市川光太郎．小児救急疾患・突然死・児童虐待．産業医科大学医学部 3 年生講義．

2014.1.8（北九州）	
 

2. 市川光太郎救命士国家試験対策〜小児救急〜．公務員ビジネス専門学校特別講義．

2014.1.21（福岡）	
 

3. 市川光太郎．外来で帰してはいけない子ども達．トヨタ記念病院臨床研修講演．

2014.1.22（豊田）	
 

4. 市川光太郎．小児急性腹症〜感染症を含めて〜．久留米小児感染症懇話会．2014.1.31

（久留米）	
 

5. 松島卓哉．小児救急．第 22 回全国救急隊員シンポジウム．2014.1.31（北九州）	
 

6. 市川光太郎．境界領域の小児救急疾患〜事故予防も視野に入れて〜．下関市医師会平

成 25 年度小児救急研修会．2014.2.22（下関）	
 

7. 市川光太郎．子ども達からの SOS の数々〜いかに見出し、いかに向き合い、いかにつ

ないでいくか！〜．倉敷中央病院児童虐待防止研修会．2014.2.26（倉敷）	
 

8. 市川光太郎．救急現場で遭遇する児童虐待．第２回北九州	
 ER〜CRITICAL	
 CARE	
 

CONFERENCE．2014.3.20（北九州）	
 

9. 市川光太郎．知っておくべき小児救急医療のポイント「医療安全に結びつく小児科外

来トリアージ」．MSD	
 小児科診療サポートビデオ．2014.4.23（北九州）	
 

10. 市川光太郎．救急外来で遭遇する児童虐待〜いかに見つけ、向き合い、つなげるか〜．
大牟田地区子ども健康フォーラム．2014.4.26（大牟田）	
 

11. 市川光太郎．日本小児科学会「地域振興小児科」推進業務説明日本小児科学会福岡地



方会・福岡県小児医療提供モデル案策定委員会．2014.5.15（福岡）	
 

12. 市川光太郎．わが国における乳児の睡眠環境〜乳児検診時の調査〜．特定非営利活動
法人日本子ども政策研究推進機構理事会．2014.5.31（東京）	
 

13. 市川光太郎日本社会と子ども虐待．福岡女学院看護大学特別講演．6 月 3 日	
 福岡市	
 
14. 今村徳夫．夜尿症の初期診療．若戸小児科医会．2014.6.6（北九州）	
 
15. 市川光太郎．子どもの身体と心の発育〜健康に育てよう！〜．平成２６年度子育てふ

れあいセンター講習会．2014.6.6（北九州）	
 

16. 今村徳夫．夜尿症の初期診療．八幡小児科医会．2014.6.12（北九州）	
 
17. 市川光太郎．吸気性喘鳴のピットホール症例．愛媛県小児気管支喘息学術講演会．

2014.6.17（松山）	
 

18. 市川光太郎．小児突然死（SIDS を中心に）と児童虐待．愛媛大学医学部 4 年生特別講
義．2014.6.17（松山）	
 

19. 市川光太郎．健全育成のための子どもの身体と心の発達の基礎知識．直方植木保育園
開演記念講演会．2014.6.28（直方）	
 

20. 市川光太郎．救急現場で遭遇する児童虐待．第 8 回長崎こども救急疾患研究会．

2014.7.4（長崎）	
 

21. 市川光太郎．こどもの中毒．久留米大学医学部 3 年生特別講義．2014.7.8（久留米）	
 
22. 市川光太郎．小児救急疾患と子ども虐待．久留米大学医学部看護学科 2 年生特別講義．

2014.7.8（久留米）	
 

23. 市川光太郎．トリアージで見抜く小児救急疾患．みやこ保健協議会・行橋急患センタ
ー1 周年記念講演会．2014.7.10（行橋）	
 

24. 市川光太郎．こどもの突然死と児童虐待．久留米大学医学部 4 年生特別講義．2014.7.15
（久留米）	
 

25. 中野慎也．乳幼児パラインフルエンザ 3 型感染症の臨床像．第 508 回北九州地区小児
科医会	
 7 月例会．2014.7.26（北九州）	
 

26. 富田一郎．医療的ケアを必要とする児童生徒の基礎疾患．医療的ケア講演会．2014.7.30
（北九州）	
 

27. 市川光太郎．児童虐待にいかに気付くか〜医療現場から見えてくるもの〜福岡県精神
保健福祉協議会平成２６年度夏期講座．2014.7.31（春日）	
 

28. 市川光太郎．乳幼児の虐待〜AHT(SBS)に関して〜．MSD	
 小児科診療サポートビデオ研
究会	
 2014.8.5（北九州）	
 

29. 市川光太郎．周産期〜乳幼児期の児童虐待の現状〜大牟田市保健福祉部児童家庭課乳
児健康診査医師研修会．2014.8.19（大牟田）	
 

30. 市川光太郎．外来トリアージで見抜く小児救急疾患．行橋京都保健医療研修会．
2014.8.20（行橋）	
 

31. 市川光太郎．小児救急疾患と突然死(SIDS)と児童虐待．筑波大学医学部 4 年生特別講
義．2014.9.5（つくば）	
 

32. 市川光太郎．外来で帰してはいけない子ども達．第 10 回泉州小児救急講演会特別講演．
2014.9.6（堺）	
 

33. 市川光太郎．わが国の児童虐待の現状．平成 26 年度児童養護施設吉敷愛児園職員研修
会．2014.9.13（山口）	
 

34. 市川光太郎．小児科外来における感染症対策．第 3 回北九州地区小児科医会・スタッ



フセミナー．2014.9.17（北九州）	
 

35. 市川光太郎．小児救急の特徴と児童虐待の現状．平成 26 年度消防大学救急科（第 76
期生）講義．2014.9.19（三鷹）	
 

36. 市川光太郎.	
 周産期〜乳幼児期の児童虐待の現状と課題〜．平成２６年度石川県家庭
児童局母子保健課講座．2014.9.20（金沢）	
 

37. 市川光太郎．小児救急、こんな時どうする！〜その pitfall	
 と	
 Knack〜．高松市医師
会急患センター20 周年新築移転記念講演会．2014.10.4（高松）	
 

38. 市川光太郎．小児医療で遭遇する児童虐待の特徴とその対応．東京慈恵医科大学病院
子ども虐待対応チーム運営委員会主催講演会．2014.10.17（東京）	
 

39. 市川光太郎．小児救急医療における児童虐待の特徴とその対応．東京医科歯科大学病
院小児科	
 CPT 委員会講演会．2014.11.11（東京）	
 

40. 松島卓哉．第 1 印象が不良であった 2 例．産業医科大学小児科クリニカルカンファレ
ンス．2014.11.17（北九州）	
 

41. 市川光太郎．小児救急医療と児童虐待．仙台市立病院 CPT 委員会講演会．2014.11.29
（仙台）	
 

42. 市川光太郎．小児救急疾患とその特徴．九州救急救命士養成所講義．2014.12.2（北九
州）	
 

43. 天本正乃．これからの地域医療-地域における小児在宅医療の現状と期待．小児等在宅
医療支援	
 キックオフ会議 2014．2014.12.7（北九州）	
 

44. 市川光太郎．小児救急現場で遭遇する児童虐待の種類とその特徴．九州救急救命士養
成所講義．2014.12.9（北九州）	
 

45. 市川光太郎．思春期の子ども達はなぜ事件を起こすのか？〜親は子どもにどう向き合
うべきか？〜．第 65 回聖マリア医学会講演会．2014.12.17（久留米）	
 

 

―座長― 
1． 市川光太郎．ワクチン接種と乳幼児の突然死．第 20 回日本 SIDS・乳幼児突然死予防学

会．2014.3.8（大宮）	
 

2． 市川光太郎．「あの時私は・・・・・・、働くママの３．１１」．平成 25 年度第 2 回

日本小児科学会・小児救急市民公開フォーラム．2014.3.15（東京）	
 

3． 市川光太郎．「超高齢化社会を迎える 2025 年の小児医療を考える」．第 117 回日本小

児科学会学術集会．2014.4.13（名古屋）	
 

4． 市川光太郎．BEAMS 研修セミナー．日本子ども虐待医学研究会 BEAMS セミナー．2014.4.19

（東京）	
 

5． 市川光太郎．一般演題「小児救急」．第 17 回日本臨床救急医学会．2014.5.31（宇都宮）	
 

6． 市川光太郎．一般演題「災害医療」．第 28 回日本小児救急医学会学術集会．2014.6.6

（横浜）	
 

7． 市川光太郎、林奐.「広域災害時に被災地の小児医療を守るために〜JACHRI のチャレン

ジ〜」．第 28 回日本小児救急医学会学術集会．2014.6.6（横浜）	
 

8． 松島卓哉．プライマリ・ケア①．第 480 回日本小児科学会福岡地方会．2014.6.14（福

岡）	
 

9． 市川光太郎．「患者と医療チームの安全を支えるノンテクニカルスキルースピールアッ

プとリーダーシップ」．第 3 回日本小児診療多職種協働研究会．2014.6.22（蒲田）	
 



10． 市川光太郎．「これからの総合小児救急医療〜成人救急医との協働によるスキルアッ

プを」．第 42 回日本救急医学会総会．2014.10.29（福岡）	
 

11． 岡畠祥憲．川崎病の季節性変動．第 10 回麻生飯塚カンファレンス．2014.11.14（北九

州）	
 

12． 市川光太郎．「電話応対でのポイントとコツ」．福岡県医師会＃8000 講習会講演会．

2014.11.20（福岡）	
 

13． 市川光太郎．「ワクチンの諸問題とこれからの課題」．北九州地区小児感染症懇話会．

2014.11.21（北九州）	
 

14． 市川光太郎．子どもの命を守るためにできること．平成 26 年度第 1 回日本小児科学会・

小児救急市民公開フォーラム	
 in	
 Kyoto．2014.11.22（京都）	
 

 
―学会― 
1． 市川光太郎．周産期からの児童虐待対応．日本産婦人科医会・長崎県産婦人科医会「児

童虐待対策研修会」．2014.1.12（長崎）	
 

2． 市川光太郎.	
 教育講演−3「小児救急の特徴」．第 22 回全国救急隊員シンポジウム．

2014.1.30（北九州）	
 

3． 増井美苗、神薗淳司、村上珠菜、小林加奈、内海奈穂、苔口知樹、中野慎也、三浦義文、

長嶺伸治、南川将吾、天本正乃、市川光太郎、田崎幸博．小児救急センターにおける形

成外科短期集中型研修の試みと課題．第 13 回九州・沖縄小児救急医学研究会．2014.2.8

（那覇）	
 

4． 苔口知樹、神薗淳司、山本剛士、松島卓哉、志村紀彰、富田一郎、八坂龍広、金奉吉、

山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．乳幼児発熱と全身性炎症反応

性症候群第 13 回九州・沖縄小児救急医学研究会．2014.2.8（那覇）	
 

5． 苔口知樹、神薗淳司、志村紀彰、山本剛士、八坂龍広、富田一郎、金奉吉、松島卓哉、

山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．乳幼児発熱と全身性炎症反応

症候群．第 13 回九州・沖縄小児救急医学研究会．2014.2.8（那覇）	
 

6． 南川将吾．簡易迅速検査からみた小児咽頭扁桃炎診療の実態とその課題．第 38 回八幡

小児臨床懇話会．2014.3.6（北九州）	
 

7． 竹井寛和．良性反復性管内胆汁うっ滞症が強く疑われた乳児の 1 例．第 38 回八幡小児

臨床懇話会．2014.3.6（北九州）	
 

8． 山本剛士．診断までの臨床判断が遅れた壊疽性虫垂炎の要因解析．第 38 回八幡小児臨

床懇話会．2014.3.6（北九州）	
 

9． 市川光太郎．わが国における睡眠環境の現状と保育園午睡時の対応．第 20 回日本 SIDS・

乳幼児突然死予防学会．2014.3.8（大宮）	
 

10． 蜷木聡子、市川光太郎．遺糞症と不登校になった女児への介入．第 10 回日本小児心身

医学会九州沖縄地方会．2014.3.9（久留米）	
 

11． 苔口知樹、神薗淳司、富田一郎、八坂龍広、金奉吉、山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、

天本正乃、市川光太郎．突発性発疹と肺炎のバイタルサイン．2005 年 SIRS 基準と新規

SIRS 基準の検討、第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.11（名古屋）	
 

12． 南川将吾、神薗淳司、天本正乃、市川光太郎．尿中クロール濃度測定による小児輸液

管理．第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.11（名古屋）	
 

13． 市川光太郎．小児初期救急医療のパラダイムチェンジの必要性．第 117 回日本小児科



学会学術集会・モーニング実践講座．2014.4.12（名古屋）	
 

14． 神薗淳司、小野友輔、小野佳代、天本正乃、市川光太郎．小児一過性頸椎椎間板石灰

化症のシメチジン治療経験．第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.12（名古屋）	
 

15． 三浦義文、神薗淳司、天本正乃、市川光太郎．けいれん発作時の高乳酸血症と高炭酸

ガス血症．第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.12（名古屋）	
 

16． 苔口知樹、神薗淳司、志村紀彰、山本剛士、八坂龍広、富田一郎、金奉吉、松島卓哉、

山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．突発性発疹と肺炎のバイタル

サイン	
 〜2005 年	
 SIRS 基準と新規 SIRS 基準の検討〜第 117 回日本小児科学会学術集

会．2014.4.11（名古屋）	
 

17． 山本剛士、神薗淳司、天本正乃、桝屋隆太、市川光太郎．診断までの臨床診断が遅れ

た壊疽性虫垂炎の要因解析．第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.13（名古屋）	
 

18． 市川光太郎．北九州市における	
 CDR、教育講演２５「チャイルドデスレビューの確率

を目指して」の追加発言．第 117 回日本小児科学会学術集会．2014.4.13（名古屋）	
 

19． 増井美苗、神薗淳司、村上珠菜、小林加奈、内海奈穂、苔口知樹、中野慎也、三浦義

文、長嶺伸治、南川将吾、天本正乃、市川光太郎．小児救急センターにおける形成外科

短期集中型研修の試みと課題．第 479 回日本小児科学会福岡地方会例会．2014.1.19（福

岡）	
 

20． 岡畠祥憲、神薗淳司、志村紀彰、八坂龍広、富田一郎、金奉吉、松島卓哉、山根浩昌、

今村徳夫、石橋紳作、天本正乃、市川光太郎．小児下肢骨折の特徴と亜急性期疼痛管理

の実態調査．第 479 回日本小児科学会福岡地方会例会．2014.1.19（福岡）	
 

21． 小林加奈、神薗淳司、竹井寛和、富田一郎、山本剛士、天本正乃、市川光太郎．後部

可逆性白質脳症症候群(Posterior	
 Reversible	
 Encephalopathy	
 Syndrome	
 PRES)を発症

したフィラデルフィア染色体陽性急性リンパ性白血病の 10 歳女児例．第 479 回日本小

児科学会福岡地方会例会．2014.1.19（福岡）	
 

22． 増井美苗、神薗淳司、市川光太郎．小児救急における形成外科短期集中型研修の試み

と課題．日本小児科学会福岡地方会．2014.1.19（福岡）	
 

23． 苔口知樹、神薗淳司、志村紀彰、西野裕、天本正乃、市川光太郎．川崎病における体

温上昇に応じた心拍数、呼吸数増加率と臨床応用．第 13 回九州川崎病研究会．2014.5.31

（鹿児島）	
 

24． 苔口知樹、神薗淳司、増井美苗、山本剛士、松島卓哉、志村紀彰、富田一郎、八坂龍

広、金奉吉、山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．川崎病における

心拍数・呼吸数増加	
 疾患特異性と臨床応用．第 13 回九州川崎病研究会．2014.5.31（鹿

児島）	
 

25． 苔口知樹、神薗淳司、増井美苗、富田一郎、金奉吉、松島卓哉、山根浩昌、石橋紳作、

今村徳夫、市川光太郎．乳幼児発熱における心拍数・呼吸数増加の疾患特異性と臨床応

用．第 28 回日本小児救急医学会．2014.6.6（横浜）	
 

26． 内海奈穂、神薗淳司、市川光太郎．緊急処置を要した乳幼児手指外傷の受傷機転解析

と重点的予防対策．第 28 回日本小児救急医学会．2014.6.6（横浜）	
 

27． 橋本優子、梶原多恵、崎田幾子．地域の子どもと保護者への子育て支援．第 28 回日本

小児救急医学会．2014.6.6（横浜）	
 

28． 苔口知樹、神薗淳司、竹井寛和、石橋紳作、富田一郎、松島卓哉、山根浩昌、今村徳

夫、天本正乃、市川光太郎．小児肘内障に対する超音波診断と「滑膜ひだの嵌入・巨大



化」の有用性第 28 回日本小児救急医学会．2014.6.6（横浜）	
 

29． 岡畠祥憲、神薗淳司、増井美苗、三浦義文、志村紀彰、八坂龍広、富田一郎、松島卓

哉、天本正乃、市川光太郎．小児下肢骨折の亜急性期疼痛管理の実態と指針作成第 28

回日本小児救急医学会．2014.6.6（横浜）	
 

30． 苔口知樹、神薗淳司、竹井寛和、石橋紳作、富田一郎、松島卓哉、山根浩昌、今村徳

夫、天本正乃、市川光太郎．小児肘内障に対する超音波診断と「滑膜ひだの陥入（巨大

化）」所見の有用性．第 28 回日本小児救急医学会学術集会．2014.6.6（横浜）	
 

31． 内海奈穂、神薗淳司、松島卓哉、市川光太郎.緊急処置を要した乳幼児手指外傷の受傷

機転解析と重点的予防対策．第 28 回	
 日本小児救急医学会．2014.6.6（横浜）	
 

32． 苔口知樹、神薗淳司、増井美苗、山本剛士、松島卓哉、志村紀彰、富田一郎、八坂龍

広、金奉吉、山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、市川光太郎．乳幼児発熱における心拍数・

呼吸数の増加	
 疾患特異性と臨床応用．第 28 回日本小児救急医学会学術集会．2014.6.6

（横浜）	
 

33． 増井美苗、神薗淳司、市川光太郎、小林加奈、内海奈穂、苔口知樹、中野慎也、田崎

幸博．小児救急における形成外科短期集中型研修の試みと課題日本小児救急学会．

2014.6.7（横浜）	
 

34． 中野慎也、神薗淳司、松島卓哉．市川光太郎小児早期警告スコアリングシステムは ICU

転倒症例の予後を改善したか．日本小児救急学会．2014.6.7（横浜）	
 

35． 村上珠菜．乳幼児身体的虐待との鑑別を要した骨形成不全症㈵型の 3 例．日本小児救

急学会．2014.6.7（横浜）	
 

36． 松島卓哉、小倉憲一、田中行夫．日本 ACLS 協会における小児蘇生教育コースの展開第

28 回日本小児救急医学会．2014.6.7（横浜）	
 

37． 梶原多恵、安成康介、古賀隆太、永井文恵、村田光代、神薗淳司、市川光太郎．入院

待機症例に対する緊急度評価の実態と ER-病棟連携の課題．第 28 回日本小児救急医学会．

2014.6.7（横浜）	
 

38． 中野慎也、神薗淳司、竹井寛和、富田一郎、三浦義文、松島卓哉、市川光太郎．小児

早期警告スコアリング・システム導入は ICU 転倒症例の予後を改善したか第 28 回日本

小児救急医学会．2014.6.7（横浜）	
 

39． 村上珠菜、神薗淳司、竹井真理、岡畠祥憲、天本正乃、市川光太郎．乳幼児身体的虐

待との鑑別を要した骨形成不全症 I 型の 3 例．第 28 回日本小児救急医学会．2014.6.7

（横浜）	
 

40． 市川光太郎．脳死下臓器提供と児童虐待．第 28 回日本小児救急医学会脳死判定セミナ

ー．2014.6.8（横浜）	
 

41． 市川光太郎．教育講演 2「小児救急、よくある困った〜その時どうする！」．第 25 回

日本小児科医会総会フォーラム．2014.6.15（盛岡）	
 

42． 市川光太郎．家庭看護力養成指導マニュアルについて．第 25 回日本小児科医会総会フ

ォーラム・小児救急医療委員会．2014.6.15（盛岡）	
 

43． 三浦義文、松島卓哉、神薗淳司、市川光太郎．当院で経験したヒトメタニューモウイ

ルス感染症の検討．第 41 回北九州小児感染症懇話会・第 507 回北九州地区小児科医会

例会．2014.6.20（北九州）	
 

44． 市川光太郎．児童虐待は何故増えるのか？．第 3 回日本小児診療多職種協働研究会、

ワークショップ−1．2014.6.21（町田）	
 



45． 三浦義文、天本正乃、市川光太郎．亜急性に症状が進行し特異な MRI 所見を認め急性

脳症と診断した 14 歳女児例．第 39 回八幡小児臨床懇話会．2044.7.9（北九州）	
 

46． 福田信也、神薗淳司、志村紀彰、岡畠祥憲、八坂龍広、富田一郎、松島卓哉、金奉吉、

山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．初期対応に迷った食道下部硬

貨誤飲の 2 例．第 39 回八幡小児臨床懇話会．2044.7.9（北九州）	
 

47． 三浦義文、神薗淳司、志村紀彰、岡畠祥憲、八坂龍広、富田一郎、松島卓哉、金奉吉、

山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．小児 MRI 検査時の静脈内鎮静

に関する実態調査と安全管理体制の整備．第 14 回九州沖縄小児救急医学研究会．

2014.8.23（大分）	
 

48． 福田信也、神薗淳司、志村紀彰、岡畠祥憲、八坂龍広、富田一郎、松島卓哉、金奉吉、

山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．小児外傷性碑損傷における画

像診断のピットホールと治療戦略の実態．第 14 回九州沖縄小児救急医学研究会．

2014.8.23（大分）	
 

49． 小林加奈、神薗淳司、富田一郎、天本正乃、市川光太郎．ワクチン接種後にアナフィ

ラキシーを呈した生後 2 ヶ月の男児例．第 40 回八幡小児臨床懇話会．2014.9.9（北九

州）	
 

50． 苔口知樹、神薗淳司、市川光太郎．来院時	
 Initial	
 impression	
 が不良であった

Uro-sepsis の 1 例．第 40 回八幡小児臨床懇話会．2014.9.9（北九州）	
 

51． 内海奈穂、神薗淳司、松島卓哉、市川光太郎．緊急処置を要した乳幼児手指外傷〜受

傷機転解析と重点的予防対策〜．第 40 回八幡小児臨床懇話会．2014.9.9（北九州）	
 

52． 松島卓哉．5 月に発生した熱中症の 2 歳男児例．第 38 回北九州ショックカンファレン

ス．2014.9.19（北九州）	
 

53． 三浦義文、神薗淳司、小林加奈、福田信也、岡畠祥憲、松島卓哉、市川光太郎．小児

MRI 検査時の静脈内鎮静に関する実態調査と安全管理体制の整備．第 42 回日本救急医学

会総会．2014.10.28（福岡）	
 

54． 苔口知樹、神薗淳司、市川光太郎．体温上昇に応じた心拍数・呼吸上昇率による SIRS

基準の作成と検証．第 42 回日本救急医学会総．2014.10.28（福岡）	
 

55． 小林加奈、神薗淳司、富田一郎、天本正乃、市川光太郎．小児急性腎障害	
 Acute	
 Kidney	
 

Injury	
 と血清クレアチニン異常高値．第 42 回日本救急医学会総会．2014.10.28（福岡）	
 

56． 内海奈穂、神薗淳司、岡畠祥憲、松島卓哉、市川光太郎．小児外傷性膵損傷の受傷機

転と仮性嚢胞形成因子の解析．第 42 回日本救急医学会総会．2014.10.28（福岡）	
 

57． 福田信也、神薗淳司、天本正乃、市川光太郎．小児外傷性脾損傷における画像診断の

ピットホールと治療戦略の実態．第 42 回日本救急医学会総会．2014.10.28（福岡）	
 

58． 増井美苗、神薗淳司、市川光太郎．小児外傷遠隔画像共有システムを利用した専門診

療医師との時間外連携．第 42 回日本救急医学会総会．2014.10.28（福岡）	
 

59． 苔口知樹、神薗淳司、市川光太郎．体温上昇に応じた心拍数・呼吸数上昇率による SIRS

基準の作成と検証．第 42 回日本救急医学会総会・学術集会．2014.10.28（福岡）	
 

60． 増井美苗、神薗淳司、市川光太郎．小児外傷遠隔画像共有システムを利用した専門診

療医との時間外連携．第 42 回日本救急医学会総会・学術集会．2014.10.28（福岡）	
 

61． 内海奈穂、神薗淳司、松島卓哉、岡畠祥憲、市川光太郎．小児外傷性膵損傷の受傷機

転と仮性嚢胞形成因子の解析．第 42 回日本救急医学会総会・学術集会．2014.10.28（福

岡）	
 



62． 中野慎也、神薗淳司、富田一郎、松島卓哉、天本正乃、市川光太郎．タブレット端末

による小児早期警告システムPEWSの情報共有とその課題．第42回日本救急医学会総会．

2014.10.29（福岡）	
 

63． 長嶺伸治、志村紀彰．頸部膿瘍に合併した川崎病 2 症例．第 34 回日本川崎病学会・学

術集会．2014.10.31（東京）	
 

64． 市川光太郎．小児救急現場で遭遇する児童虐待〜いかに見出し、いかに向き合い、い

かにつないでいくか〜．第 120 回日本小児科学会甲信地方会特別講演．2014.11.21（松

本）	
 

65． 長嶺伸治．当院での過去 10 年間の川崎病の季節性変動について．第 10 回麻生飯塚カ

ンファレンス．2014.11.14（北九州）	
 

66． 市川光太郎．応急処置と傷害予防．日本小児科学会・第 6 回園医、看護職、保育士の

ための研修会．2014.11.16（福岡）	
 

67． 市川光太郎．なぜ、児童虐待は増えるのか？〜救急現場から見えるもの〜．日本小児

救急医学会教育研修セミナー・第 5 回井の頭セミナー医師会講演．2014.12.7（東京）	
 

68． 苔口知樹、神薗淳司、福田信也、岡畠祥憲、志村紀彰、八坂龍広、富田芳江、富田一

郎、金奉吉、松島卓哉、山根浩昌、石橋紳作、今村徳夫、天本正乃、市川光太郎．寛解

導入療法中に脳性塩類喪失症候群を合併した急性リンパ性白血病の 10 歳男児．第 482

回日本小児科学会福岡地方会例会．2014.12.13（福岡）	
 

69． 村上珠菜．小児期縦隔気腫の要因分析と治療管理．日本小児科学会福岡地方会．

2014.12.13（久留米）	
 

70． 中野慎也、松島卓哉、今村徳夫、神薗淳司、市川光太郎．北九州市で集団発生した細

菌性赤痢の臨床像と感染防御対策の課題．日本小児科学会福岡地方会例会．2014.12.13

（久留米）	
 

	
 

―その他― 
1. 市川光太郎.	
 急性腹症死亡例の脱水輸液療法に対する意見書、名古屋・増田弁護士事

務所.	
 2014.1.18	
 

2. 松島卓哉.	
 PALS インストラクター参加、2014.2.8-9（鹿児島）	
 

3. 市川光太郎.	
 AHT(SBS)の鑑定意見書作成、鹿児島県警察.	
 2014.2.20	
 

4. 市川光太郎.	
 急性脳症症例に関する意見書作成、名古屋・堀弁護士事務所.	
 2014.3.14	
 

5. 市川光太郎.	
 急性硬膜下血腫における人為的受傷か自然外傷かにおける鑑別方法、鹿

児島地方検察庁梶検事.	
 2014.4.15	
 

6. 松島卓哉.	
 PALS インストラクター参加.	
 2014.5.24-25（北九州）	
 

7. 市川光太郎.	
 10 か月児の急性硬膜下血腫が人為的か偶発性かの相談.	
 福岡子ども総合

センター.	
 2014.6.12	
 

8. 市川光太郎.	
 AHT による急性硬膜下血腫の特徴について.	
 飯塚警察署.	
 2014.6.13	
 

9. 松島卓哉.	
 PALS インストラクター参加.	
 2014.7.19-20（北九州）	
 

10. 富田一郎.	
 特別支援学校における医療的ケア検討会議.	
 2014.6.19（北九州）	
 
11. 市川光太郎.	
 ベビーシッター幼児殺人事件における死因診断鑑定書作成.	
 横浜地方検

察庁.	
 2014.8.12	
 

12. 市川光太郎.	
 キッズスタディオン業務上過失致死事件の意見書作成①.	
 大阪府警察署.	
 
2014.8.13	
 



13. 富田一郎.	
 特別支援学校における医療的ケア検討会議.	
 2014.8.27（北九州）	
 
14. 市川光太郎.	
 AHT 機序・時期の医学的判断による意見書作成.	
 福岡市子ども未来局子

ども総合相談センター子ども緊急支援.	
 2014.9.4	
 

15. 松島卓哉.	
 PALS インストラクター参加.	
 2014.9.20-21（北九州）	
 
16. 市川光太郎.	
 キッズスタディオン業務上過失致死事件の意見書作成②.	
 大阪府警察署.	
 

2014.10.6-7	
 

17. 市川光太郎.	
 ベビーシッター幼児殺人事件における死因診断鑑定書作成②.	
 横浜地方
検察庁.	
 2014.10.18	
 

18. 松島卓哉.	
 これから流行るウイルス感染症.	
 2014.10.24	
 ICT 講習会（院内）	
 
19. 市川光太郎.	
 生後 1 か月 AHT 症例鑑定書作成①.	
 熊本県警察熊本北署.	
 2014.11.6	
 
20. 市川光太郎.	
 生後 10 か月 AHT 症例鑑定書作成①.	
 鹿児島県警鹿屋警察署.	
 2014.11.18	
 
21. 松島卓哉.	
 BLS インストラクター参加.	
 2014.11.29（福岡）	
 
22. 市川光太郎.	
 生後 1 か月 AHT 症例鑑定書作成②.	
 熊本県警察熊本北署.	
 2014.12.4	
 
23. 市川光太郎.	
 生後 3 か月 AHT 鑑定書作成①.	
 鹿児島県警川内警察署.	
 2014.12.5	
 
24. 松島卓哉.	
 第 5 回日本小児救急医学会井の頭教育セミナー.	
 ファシリテーター参加.	
 

2014.12.6-7（三鷹）	
 

 
―班会議― 
【厚労省研究班研究事業報告書】	
 

1. 市川光太郎.「保育園における乳児期睡眠（午睡）環境の現状とそれに関する保育園園

長の意識調査」平成 25 年厚生労働科学研究補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤）

「乳幼児突然死症候群(SIDS)	
 における病態解明と臨床的対応および予防法開発とそ

の普及啓発に関する研究」（班長；戸苅	
 創、分担研究：小児救急医療現場における

SIDS（突然死）症例に対する理想的対応に関する調査研究、平成 25 年分担研究報告書、

ｐ13-ｐ27、2014	
 

2. 市川光太郎.「家庭における乳児期睡眠環境に実態調査とそれに関する母親の意識調

査」平成 25 年厚生労働科学研究補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤）「乳幼児突

然死症候群(SIDS)	
 における病態解明と臨床的対応および予防法開発とその普及啓発

に関する研究」（班長；戸苅	
 創、分担研究：小児救急医療現場における SIDS（突然

死）症例に対する理想的対応に関する調査研究、平成 25 年分担研究報告書、ｐ28-ｐ

39、2014	
 

3. 市川光太郎.「ALTE の定義変更と SIDS 問診・チェックリストの変更及び記入要領の策

定、そして保育園午睡環境調査と乳児期睡眠環境調査」平成 23・24・25 年厚生労働科

学研究補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤）「乳幼児突然死症候群(SIDS)	
 におけ

る病態解明と臨床的対応および予防法開発とその普及啓発に関する研究」（班長；戸

苅	
 創、分担研究：小児救急医療現場における SIDS（突然死）症例に対する理想的対

応に関する調査研究、平成 23・24・25 年分担研究統括報告書	
 

4. 市川光太郎.【厚労省関係研究事業】厚労省医薬食品局審査管理課・安全対策課：平成

24 年度安全対策課支出委任事業.	
 突然死とワクチンとの関係についての調査研究会

議・委員.	
 2013.1.31、3.8、6.1	
 

5. 市川光太郎.	
 厚労省雇用均等・児童家庭局母子保健課：児童虐待防止医療ネットワー

ク事業に関する有識者会議・委員.	
 2013.2.6、4.24、2014.2.24	
 	
 



	
 

飯塚病院	
 

	
 

―発表論文・著書― 
1．岩元二郎．当直の業務．小児科研修ノート：201－202．2014.7 
 
―学会・研究発表― 
1．近藤里香子．当院におけるレベチラセタム（商品名イーケプラ）の症例．第 249回筑豊
小児科医会勉強会．2014.1.23（飯塚） 
2．原田英明．新生児蘇生法（NCPR）の最新の知見と当院での取り組み．第 36 回筑豊周
産期懇話会．2014.2.26（飯塚） 
3．岩元二郎．飯塚病院における重症児の ICU ケアの現状．第 251 回筑豊小児科医会勉強
会．2014.3.20（飯塚） 
4．原田英明．飯塚病院総合周産期母子医療センター新生児部門の今後の展望～極低出生体
重児、新生児仮死を中心に～．第 252回筑豊小児科医会勉強会．2014.4.23（飯塚） 
5．赤岩喬．飯塚病院小児病棟における重症反復性尿路感染症の 2 例．第 33 回筑豊感染症
懇話会．2014.5.14（飯塚） 
6．石川太平、柳垣充．飯塚病院小児病棟での印象に残った 2症例．第 254回筑豊小児科医
会勉強会．2014.5.21（飯塚） 
7．嶽間澤昌史．新生児低血糖症の一例．第 37回筑豊周産期懇話会．2014.6.18（飯塚） 
8．石原潤．飯塚病院における高血糖と高乳酸血症の症例検討．第 10回小児救急医療ｶﾝﾌｧﾗ
ﾝｽ．2014.6.27（北九州） 
9．岩元二郎、神田洋、大矢崇志、関祥孝、湯川知秀、桑原浩徳、嶽間澤昌史、石原潤、古
賀木綿子、松石登志哉、中村晶俊、賀来典之．虐待拠点病院指定後に経験した AHT（Abusive 
Head Trauma）の 3例～虐待拠点病院としての虐待対応チームの関わり～．第 14回九州・
沖縄小児救急医学研究会．2014.8.23 
10．嶽間澤昌史、安田亮輔、松石登志哉、石原潤、桑原浩徳、古賀木綿子、湯川知秀、関
祥孝、大矢崇志、原田英明、神田洋、岩元二郎．ラトケ嚢胞により低血糖を引き起こした 1
例．第 14回九州・沖縄小児救急医学研究会．2014.8.23 
11．岩元二郎．障害児と家族を支える医療	
 ～レスパイト入院の取り組みから～．第 10回
福岡の医療と教育を考える会．2014.9.6（久留米） 
12．時津晴美．飯塚病院における小児レスパイトの開設とその後の活動．第 10回福岡の医
療と教育を考える会．2014.9.6（久留米） 
13．新道悠、松石登志哉、嶽間澤昌史、古賀木綿子、石原潤、湯川知秀、大矢崇志、神田
洋、岩元二郎．抗菌薬未使用にて偽膜性腸炎を発症した 8 歳男児の 1 例．第 481 回日本小
児科学会福岡地方会．2014.10.11（福岡） 
14．新道悠．抗菌薬未使用にて偽膜性腸炎を発症した 8歳男児の 1例．第 34回筑豊感染症
懇話会．2014.10.29（飯塚） 
15．岩元二郎．マイコプラズマ肺炎の過去 5 年間入院症例の実態	
 ―トシル酸トスフロキ
サシン登場による波及効果―．第 259回筑豊小児科医会勉強会．2014.11.12（飯塚） 



16．松石登志哉、嶽間澤昌史、石原潤、八戸由佳子、湯川知秀、古賀木綿子、大矢崇志、
大園秀一、神田洋、岩元二郎．飯塚病院小児科における川崎病の季節内変動．第 11回小児
救急医療ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ．2014.11.14（北九州） 
17．岩元二郎．「虐待拠点病院」および「総合周産期母子医療センター」としての周産期か
らの虐待予防．第 38回筑豊周産期懇話会．2014.11.20（飯塚） 
18．岩元二郎、神田洋、大矢崇志、湯川知秀、石原潤、古賀木綿子、松石登志哉、嶽間澤
昌史、桑原浩徳、関祥孝．福岡県の虐待拠点病院としての飯塚病院の現状と課題．第 114
回九州医師会医学会．2014.11.22～2014.11.23（大分） 
19．松岡知美．周産期予防システム	
 ―揺さぶられっ子症候群予防からできること―．第
26回宮崎県小児保健学会．2014.12.7（宮崎） 
20．古賀木綿子、松石登志哉、嶽間澤昌史、石原潤、八戸由佳子、湯川知秀、大園秀一、
大矢崇志、神田洋、岩元二郎．当院における医療施設外分娩 19例の検討．第 482回日本小
児科学会福岡地方会．2014.12.13（久留米） 
 
―講演― 
1．岩元二郎．児童虐待に対する新たな取り組み	
 ～福岡県の「虐待拠点病院」としての組
織的対応．第 26回宮崎県小児保健学会．2014.12.7（宮崎） 
	
 

公立八女総合病院	
 

	
 

―学会・研究発表―	
 

1. 須田正勇、下村豪、田中祥一朗．HPA-6b 抗体による新生児同種免疫性血小板減少症の

1 例	
 第 479 回日本小児科学会福岡地方会	
 2014.4.19（福岡）	
 

2. 下村豪、須田正勇、田中祥一朗．当院における産婦への予防接種教育とアンケートに

関する検討	
 第 479 回日本小児科学会福岡地方会	
 2014.4.19（福岡）	
 

	
 

筑後市立病院	
 

	
 

―講演―	
 

1. 中島正幸.	
 当院における ADHD の診断と支援・治療	
 〜地域で支援・治療していくため

の試み〜.	
 筑後発達障害研究会.	
 201436.27（柳川）	
 

2. 中島正幸.	
 こどもの健康 Q&A	
 〜救急・ワクチン・気になるお子さんの話〜.	
 2014.12.9

（八女）



同門業績	
 

	
 

武谷茂	
 

	
 

―著書―	
 

1. 武谷茂．初期印象診断～水も電気も情報もない臨床現場の力～．日本小児科医会会報

第 48 号.	
 21-23;2014.10	
 

2. 武谷茂．臨床医の勘を育てる～検証による経験症例を蓄積する～．外来小児科、第 17

巻、日本外来小児科学会．投稿中．2014	
 

―講演―	
 

1. 武谷茂．小児プライマリ・ケア看護．久留米大学看護学科・特別講義．2014.1.23（久

留米）	
 

2. 武谷茂．小児医療における医療安全.	
 第 366 回大分小児科医会学術講演会．アルメイ

ダ病院・研修会館．2014.2.26（大分）	
 

3. 武谷茂．麻疹児のあの顔を思い出そう．第 16 回九州外来小児科研究会．佐賀市アバン

セ．2014.3.16（佐賀）	
 

4. 武谷茂．印象診断の実際と有用性．第４回やまびこ会．沖縄ネストホテル那覇．

2014.3.20（沖縄）	
 

5. 武谷茂．小児医療ミスとトラブル．久留米大学小児科講座・後期研修オリエンテーシ

ョン．久留米大学小児病棟カンファランス室．2014.4..2（久留米）	
 

6. 武谷茂．初期印象診断、慢性疾患の早期発見．久留米大学小児科講座・後期研修オリ

エンテーション．2014.4.10（久留米）	
 

7. 武谷茂．腎臓疾患のプライマリ・ケア．久留米大学小児科・腎臓グル―プカンファラ

ンス．2014.4.30（久留米）	
 

8. 武谷茂．初期印象診断の実際～水も電気も情報もない医療現場の力～．第 25 回日本小

児科医会・総合フォーラム．盛岡市民文化ホール・マリオス．2014.6.15（盛岡）	
 

9. 武谷茂．ワークショップ「命は何か」を考える．南薫小学校４年生・親子学習会．久

留米市南薫小学校せんだんホ―ル．2014..9.19（久留米）	
 

10. 武谷茂．子どものこころと身体．南薫小学校４年生・保護者学習会．南薫小学校せん
だんホール．2014.9.19（久留米）	
 

11. 武谷茂：将来、医師や医療職を目指す君たちへ．中学校医進コース・特別講義．久留
米信愛女学院中学部．多目的ホール．2014.10.2（久留米）	
 

12. 武谷茂．直感的診断（判断）能力の復活．第９回久留米大学小児科学教室・ブラッシ
ュアップ・セミナー．ホテル創世．2014.10.8（久留米）	
 

13. 武谷茂．小児診療の勘を育てる．第 40 回日本外来小児科学会・教育検討会．名古屋市
立大学医学部会議室．2014.10.12（名古屋）	
 

14. 武谷茂：コモンディジ―ズが妖怪に変身する（Common	
 disease の急性増悪・合併症実
例）．久留米大学 GR プライマリ・ケアシリーズ．大学小児病棟カンファランス室．

2014.11.7（久留米）	
 

15. 武谷茂．医療従事者は健康を支える人～そのやりがいと喜び．子ども医学部．久留米



市六ッ門、アード商店街 A 教室．2014.11.3（久留米）	
 

16. 武谷茂．慢性疾患の早期発見と対応．第９回久留米大学小児科学教室・ブラッシュア
ップ・セミナー．ホテル創世．2014.11.13（久留米）	
 

17. 武谷茂．女性として仕事に夢を託す．久留米信愛女学院中学校・進路講演会．校内多
目的ホール．2014.11.20（久留米）	
 

	
 

―久留米大学医学部 5学年小児科臨床実習 CCS のプライマリ・ケア教育―	
 

1. ミニ・レクチャー（少人数講義）．武谷茂、江口春彦．各自 10 回ずつ	
 

2. 小児科クリニックにおけるプラマイリ・ケア実習．井上謙吉、江口春彦、阪田保隆、

田中地平、長井健祐、日吉保彦、本間真一、吉永陽一郎．各自 10 数回ずつ、伊藤雄平

（11 月より）	
 

	
 

加藤裕久	
 

	
 

―著書―	
 

１．	
 加藤裕久. 川崎病血管炎の自然歴. 日本臨床 2014;72:1530-1535 
２．	
 加藤 裕久. 川崎病心血管障害の自然歴. 小児科臨床ピクシス 川崎病のすべて（五十嵐、

石井編）. 中山書店 東京 2014  
３．	
 藤本保、加藤裕久、牧野桂一、菊池朋子著. 「うまくできないことや発達のつまずきが

障がいにならないために」療育や支援の意味. エイデル研究所 東京 p1-160;2014	
 
	
 

―学会―	
 

1. 加藤裕久. 世界の Pediatric Cardiology と日本小児循環器学会のあゆみ. 第 50回日本
小児循環器学会	
 50周年記念特別講演. 2014.7（岡山） 

	
 

松浦伸郎	
 

	
 

―学会―	
 

1. 松浦伸郎. 第 10回保育園保健協議会全国研修会. 2014.5.11（神戸）	
  
2. 松浦伸郎、川島崇、及川馨. 日本外来小児科学会. WS「予防接種の法令を理解する」-

法の専門家を囲んで. 2014.8.31（大阪）	
  
3. 内田勇人、松浦伸郎. 小学 1年生から中学 3年生までの 9年間における体格の変化. 第

73回日本公衆衛生学会. 2014.11.6（宇都宮） 
	
 

―新聞・報告―	
 

1. 松浦伸郎. 神戸新聞カルテＱ＆Ａ／敗血症の再発／発症の原因把握し対策を.	
 
2014.7.17	
 

2. 松浦伸郎.	
 第 10 回全国研修会を開催して.	
 保育と保健.	
 20-2-2	
 P82	
 

3. 松浦伸郎. 医師会活動について. 姫路市医師会報. 3-5 2015.1.1	
 
	
 



―講演―	
 

1. 松浦伸郎. 眠りについて. 2014.3.5（姫路） 
2. 松浦伸郎. インフルエンザ対策. 2015.1.21（姫路） 
3. 松浦伸郎. 食物アレルギーについて. 2014.7.18（姫路） 
4. 松浦伸郎. 予防接種とワクチン. 2014.9.30（姫路） 
	
 

	
 

吉永陽一郎	
 

	
 

―論文―	
 

1. アドボカシーをすすめよう．子育て支援のあり方．外来小児科．2014．196-199	
 

―著書―	
 

1. 吉永陽一郎．うんちが変．Baby-mo 赤ちゃんの病気大全科．主婦の友正勝つシリーズ

2014.20-22	
 

2. 吉永陽一郎．保育施設（障害児施設）におけるタッチケアの広がり．助産雑誌（68）．医

学書院．2014.	
 604-606	
 

3. 吉永陽一郎．心配うんちチェックシート．ひよこクラブ９月号.	
 株式会社風讃社．2014.9	
 

4. 吉永陽一郎．育児情報を共有する．総合小児医療カンパニア.	
 連携する小児医療．中山書

店．2014.6-11	
 

5. 吉永陽一郎．タッチケアの広がりとその意義．チャイルドヘルス（17）．診断と治療社	
 

2014.	
 748-750	
 

	
 

―企画・編集―	
 

1. 吉永陽一郎．タッチケア〜その効果と実際．チャイルドヘルス（17）11 月号．診断と

治療社	
 2014	
 

	
 

―講演―	
 

1. 吉永陽一郎．予防接種．アステラス製薬社内研修．2014.1.15（久留米）	
 

2. 吉永陽一郎．感染症と予防接種．GSK 社内研修．2014.3.12（久留米）	
 

3. 吉永陽一郎．子育ては微笑んでばかりはいられない	
 そばにいる人は誰？．児童相談

所児童虐待防止セミナー．2014.3.13（大牟田）	
 

4. 吉永陽一郎．タッチケアの手技と広がり．タッチケア指導者講習会．2014.3.16（仙

台）	
 

5. 吉永陽一郎．アレルギーとエピペン．荘島幼稚園保育士研修．2014.4.3（久留米）	
 

6. 吉永陽一郎．保育所から始まる育児支援とタッチケア．石川県子育て支援研修．

2014.6.8（金沢）	
 

7. 吉永陽一郎．感染症・予防接種・その他の病気．直方市保育協会研修会．2014.9.4

（直方）	
 

8. 吉永陽一郎．タッチケア．松永小児科職員研修．2014.10.9（福津）	
 

9. 吉永陽一郎．３歳児健診．日本小児科医会乳幼児健診講習会．2014.10.19（福岡）	
 

10. 吉永陽一郎．愛着形成．みやき町子育てボランティア養成講座．2014.10.23（三養基



郡）	
 

11. 吉永陽一郎．小児科の魅力	
 低学年向け・高学年向け．ブンブンこども医学部．

2014.11.3（久留米）	
 

12. 吉永陽一郎．自分に出来る育児支援	
 愛着形成支援からタッチケア．防府市要保護児

童対策地域協議会．2014.11.30（防府）	
 

	
 

杉村徹	
 

	
 

―学会・研究会―	
 

杉村徹、永井崇雄、小林洋ほか.	
 妊婦へのインフルエンザワクチン接種による出産児への

効果.	
 第 117 回日本小児科学会学術集会.	
 2014.4.12（名古屋）	
 

	
 

石井正浩	
 

	
 

―原著―	
 

1. Ogihara	
 Y,	
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 S,	
 Nomoto	
 K,	
 Ebato	
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 H,	
 Ishii	
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Transcriptional	
 regulation	
 by	
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 in	
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 Prdiatr	
 Res	
 2014;76:287-293	
 

2. Fujitake	
 Y,	
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 Y,	
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 T,	
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 T,	
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 Ishii	
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 Shimizu	
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 inflammatory	
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 in	
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 children	
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 Crohn`s	
 disease.	
 

Pediatr	
 Int	
 2013;55:753-756	
 

3. Nonoda	
 Y,	
 Iwasaki	
 T,	
 Ishii	
 M.	
 The	
 efficacy	
 of	
 gabapentin	
 in	
 children	
 of	
 partial	
 

seizures	
 and	
 the	
 blood	
 levels.	
 Brain	
 and	
 Development	
 2014;36:194-202	
 

4. Kimura	
 S,	
 Cole	
 Streiff,	
 Meihua	
 Zhu,Eriko	
 Shimada,	
 Saurabh	
 Datta,	
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 Ashraf,	
 

David	
 J	
 Sahn:	
 Evaluation	
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 a	
 new	
 3-Dimensional	
 Color	
 Doppler	
 Flow	
 Method	
 to	
 

Quantify	
 Flow	
 Across	
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 Mitral	
 Valve	
 and	
 in	
 the	
 Left	
 Ventricular	
 Outfiow	
 Tract:	
 

An	
 Vitro	
 Study.	
 J	
 Ultrasound	
 Med	
 2014;	
 33:265-271	
 

5. Akiyama	
 K，Shimada	
 T，Higuchi	
 T，Ohtsu	
 M，Nakauchi	
 H，Kobayashi	
 H，Fukuda	
 T，

Ida	
 H，Eto	
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 augmentation	
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 enhances	
 the	
 therapeutic	
 efficacy	
 of	
 bone	
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 transplantation	
 in	
 

mucopolysaccaridosis	
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 II	
 mice.	
 Molecu ｌ ar	
 Genetics	
 and	
 Metabolism	
 

2014;111:139-146	
 

6. Fujitake	
 Y,	
 Iwasaki	
 T,	
 Suyama	
 N,	
 Endo	
 S,	
 Arai	
 M,	
 Sasaki	
 M,	
 Yazawa	
 M,	
 Otsu	
 S,	
 Ishii	
 

M.	
 Nutritional	
 evaluation	
 of	
 children	
 with	
 severe	
 motor	
 and	
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disability.	
 Kitasato	
 Medical	
 J	
 2014;44:31-37	
 

7. Kitsuda	
 K,	
 Yamaguchi	
 R,	
 Nagata	
 E,	
 Nakagawa	
 Y,	
 Ohzeki	
 T,	
 Ogata	
 T,	
 Ishii	
 M,	
 Nakanishi	
 

T.	
 Hypertrophic	
 fat	
 cells	
 in	
 hypiphagic	
 intrauterine	
 growth	
 restricted	
 rats	
 

without	
 catch-up	
 growth.	
 Kitasato	
 Med	
 J	
 2014;44:38-46	
 

8. Kenmochi	
 M,	
 Kitsunezaki	
 M,	
 Yokozeki	
 Y,	
 Ohoka	
 M,	
 Yamaguchi	
 A,	
 Akiyama	
 K,	
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M.	
 Changes	
 in	
 mortarity	
 rate	
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 preterm	
 infants	
 born	
 at	
 22-25	
 weeks	
 



of	
 gestation	
 in	
 Kitasato	
 university	
 hospital.	
 Kitasato	
 Med	
 J	
 2014;44:69-73	
 

9. Mineo	
 E,	
 Honda	
 T,	
 Ishii	
 M.	
 Right	
 Ventricular	
 failure	
 with	
 high	
 echoic	
 ventricular	
 

wall	
 change	
 after	
 fetoscopic	
 laser	
 photocoagulation:	
 a	
 case	
 report	
 of	
 a	
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in	
 twin-to-twin	
 transfusion	
 syndrome.	
 Cargiology	
 in	
 the	
 Young	
 2014;19:1-3	
 

10. Kitagawa	
 A,	
 Oka	
 N,	
 Kimura	
 S,	
 Ando	
 H,	
 Honda	
 T,	
 Takanashi	
 M,	
 Mineo	
 E,	
 Miyaji	
 K,	
 

Ishii	
 M.	
 Clinical	
 utility	
 of	
 the	
 plasma	
 brain	
 natriuretic	
 peptide	
 level	
 in	
 

monitoring	
 tetralogy	
 of	
 Fallot	
 patients	
 over	
 the	
 long	
 term	
 after	
 initial	
 

intracardiac	
 repair:	
 considerations	
 for	
 pulmonary	
 valve	
 replacement.	
 Pediatr	
 

Cardiol	
 (in	
 press)	
 

11. 北川篤史、木村純人、高梨学、本田崇、安藤寿、石井正浩.	
 完全大血管転移症術後遠

隔機の難治性はい高血圧症：アンブリセンタンが有効であった 1 例.	
 新薬と臨床	
 

2014;63:172-177	
 

12. 紺野寿、緒方昌平、江波戸孝輔、扇原義人、野々田豊、安藤寿、狐崎雅子、中村信也、

坂東由紀、石井正浩.	
 川崎病症状を呈した免疫調節異常症の 1 男児例	
 免疫調節異常

症との鑑別の検討.心臓,46:666-668,	
 2014	
 

	
 

―原著―	
 

1. 緒方昌平、石井正浩.	
 川崎病治療の最前線	
 特集	
 先天性心疾患および小児心疾患

医療の最前線.	
 循環器内科	
 2014;75:81-86	
 

2. 高梨学、石井正浩.	
 先天性心疾患診断のポイント.	
 心エコー	
 2014;15:380-389	
 

3. 北川篤史、木村純人、石井正浩.	
 症例問題	
 活気低下と体重増加不良の精査で心不全

の診断に至った乳児の 1 例.	
 心エコー	
 2014;15:398-402	
 

4. 扇原義人、石井正浩.	
 川崎病の臨床像と治療戦略.	
 呼吸と循環	
 2014;62:363-368	
 

5. 緒方昌平、石井正浩.	
 ガンマグロブリン療法	
 特集：川崎病.	
 日本臨床	
 

1617-1622;72:2014	
 

6. 石井正浩.	
 序文	
 特集：川崎病.	
 呼吸と循環	
 2015;63:7	
 

	
 

―著書―	
 

1. 石井正浩.	
 川崎病	
 今日の治療指針	
 56 版	
 監修	
 山口徹、北原光夫	
 総編集	
 福井

次矢	
 高木誠	
 小室一成	
 医学書院	
 東京	
 2014	
 1266-1267	
 

2. 北川篤史、石井正浩.	
 動脈管開存症	
 循環器疾患最新の治療	
 2014-2015	
 堀正二	
 

永井良三編	
 2014	
 217-218	
 

3. 石井正浩.	
 心疾患をもつ児童生徒の学校管理下での取り扱い	
 今日の治療指針	
 57

版	
 監修	
 山口徹、北原光夫	
 総編集	
 福井次矢	
 高木誠	
 小室一成	
 医学書院	
 東

京	
 2015	
 1299-1302	
 

4. 石井正浩、牟田広実、扇原義人、緒方昌平.	
 川崎病、冠動脈瘤	
 成人先天性心疾患	
 丹

羽公一郎編	
 メディカルビュー社	
 東京	
 2015	
 189-195	
 

	
 

―講演―	
 

1. 石井正浩.	
 川崎病の効果的急性期治療とそのメカニズム．第 17 回中国地区小児免疫薬

物療法研究会 2014.3.1（広島）	
 

2. 石井正浩.	
 川崎病急性期の効果的治療法：臨床、疫学、基礎医学的検証．第 18 回練馬



小児臨床症例研究会 2014.4.17（東京）	
 

3. 石井正浩.	
 川崎病最新の知見	
 細菌感染症との鑑別．第 37 回むつごろう会	
 2015.2.10

（福岡）	
 

＜教育セッション＞	
 

1. 本田崇，先天性心疾患を渦流で診る！～定量指標のその先～	
 VFM の活かし方、私はこ

う使っている．第 50 回日本小児循環器学会学術集会 2014.7.4（岡山）	
 

	
 

―学会―	
 

1. Kitagawa	
 A,	
 Honda	
 T,	
 Kimura	
 S,	
 Miyazi	
 K,	
 Ishii	
 M.	
 Clinical	
 utility	
 of	
 the	
 level	
 

of	
 plasma	
 brain	
 natriuretic	
 peptide	
 in	
 Tetralogy	
 of	
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 long-term	
 

after	
 initial	
 intracardiac	
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 consideration	
 for	
 pulmonary	
 valve	
 

replacement	
 American	
 College	
 of	
 Cardiology’s	
 63th	
 Annual	
 Scientific	
 Session	
 

2014	
 (Washington	
 DC,	
 USA)	
 	
 

2. Honda	
 T,	
 Itatani	
 K,	
 Kitagawa	
 A,	
 Miyazi	
 K,	
 Ishii	
 M.	
 Quantitative	
 evaluation	
 of	
 

ventricular	
 workload	
 in	
 infants	
 with	
 ventricular	
 septal	
 defect:	
 energy	
 loss	
 

estimation	
 using	
 echocardiography	
 vector	
 flow	
 mapping	
 American	
 College	
 of	
 

Cardiology’s	
 63th	
 Annual	
 Scientific	
 Session	
 2014	
 (Washington	
 DC,	
 USA)	
 

3. 本田崇、板谷慶一、木村純人、宮地鑑、石井正浩.	
 肺体血流比を超音波で評価する	
 シ

ンポジウム循環器 4	
 成人先天性心疾患.	
 日本超音波医学会第 87 回学術集会	
 2014

（横浜）	
 

4. Kimura	
 S,	
 Ando	
 H,	
 Kitagawa	
 A,	
 Honda	
 T,	
 Takanashi	
 M,	
 Mineo	
 E,	
 Ishii	
 M.	
 Quantitative	
 

Evaluation	
 of	
 cardiac	
 function	
 in	
 monochorionic	
 diamniotic	
 twin	
 patients:	
 tissue	
 

Doppler	
 study	
 25th	
 the	
 annual	
 scientific	
 session	
 American	
 Society	
 of	
 

Echocardiography	
 2014	
 (Portland,	
 USA)	
 

5. 本田崇、板谷慶一、宮崎翔平、後藤真治、北川篤史、安藤寿、木村純人、岡徳彦、中

村匡徳、宮地鑑、石井正浩.	
 Fontan 患者における呼吸・循環のダイナミズムと遠隔期

合併症のメカニズム	
 シンポジウム Fontan 循環を掘り下げる：Fontan 合併症の病態

生理基づくより良い管理に関する検討.	
 第 50 回日本小児循環器学会学術集会	
 2014

（岡山）	
 

6. 北川篤史、板谷慶一、峰尾惠梨、高梨学、本田崇、安藤寿、木村純人、岡徳彦、宮地

鑑、石井正浩.	
 Enaergy	
 loss:	
 ファロー四徴症術後遠隔期における定量的評価	
 シン

ポジウム：右室を視る：最新の画像診断	
 第 50 回日本小児循環器学会学術集会	
 2014

（岡山）	
 

7. 北川篤史、岡徳彦、峰尾惠梨、高梨学、本田崇、安藤寿、木村純人、宮地鑑、石井正

浩	
 心臓MRIを用いた右室流出路形成術後遠隔期の心機能評価	
 学術委員会シンポジ

ウム	
 肺側心室としての右室機能不全の評価と治療戦略	
 第 17 回日本成人先天性心

疾患学会総会・学術集会	
 2015（東京）	
 

8. 高梨学、木村純人、峰尾惠梨、本田崇、北川篤史、安藤寿、富田英、石井正浩.	
 Fontan

手術前に新素材の Penumbra	
 coil	
 400 を用いて側副血行路にコイル塞栓術を施行した

1例	
 会長要望演題	
 コイルの部屋II	
 第26回Pediatric	
 interventional	
 cardiology

学会学術集会	
 2015（大阪）	
 

9. Ebato	
 T,	
 Ogihara	
 Y,	
 Takanashi	
 M,	
 Honda	
 T,	
 Kimura	
 S,	
 Ogata	
 S,	
 Ishii	
 M.	
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